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〇
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一

二
〇
二
四
年
欧
州
議
会
選
挙
と
右
派
政
党

─
何
が
統
一
会
派
を
妨
げ
る
の
か

─

山

　
　本

　
　
　
　
　直

は
じ
め
に

二
〇
二
四
年
六
月
に
実
施
さ
れ
た
第
一
〇
回
欧
州
議
会
選
挙
（
以
下
「
二
〇
二
四
年
選
挙
」）
で
は
、
右
派
か
ら
極
右
に
位
置
づ
け
ら
れ

る
政
党
が
Ｅ
Ｕ
各
国
で
伸
張
し
た

（
１
）

。
イ
タ
リ
ア
の
ジ
ョ
ル
ジ
ャ
・
メ
ロ
ー
ニ
首
相
が
率
い
る
「
イ
タ
リ
ア
の
同
胞
（
Ｆ
Ｄ
Ｉ
）」
の
一
八
増

を
は
じ
め
、
マ
リ
ー
ヌ
・
ル
ペ
ン
の
フ
ラ
ン
ス
「
国
民
連
合
（
Ｒ
Ｎ
）」
も
七
増
で
あ
っ
た
。
そ
の
他
、
オ
ラ
ン
ダ
「
自
由
党
（
Ｐ
Ｖ
Ｖ
）」

と
「
ド
イ
ツ
の
た
め
の
選
択
肢
（
Ａ
ｆ
Ｄ
）」
が
各
々
六
増
、
四
増
と
な
っ
て
い
る
。
右
派
に
位
置
す
る
す
べ
て
の
主
要
政
党
が
議
席
を
増

や
し
た
わ
け
で
は
な
い
。
そ
れ
で
も
、
全
体
と
し
て
は
左
派
や
リ
ベ
ラ
ル
の
系
統
に
あ
る
諸
政
党
が
各
国
で
苦
戦
し
た
こ
と
と
対
照
的
な

論
　
説

）
一
四
（
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四
二

結
果
と
な
っ
た

（
２
）

。

Ｅ
Ｕ
各
国
に
お
け
る
右
派
政
党
の
大
半
は
、
移
民
と
り
わ
け
不
法
移
民
と
難
民
の
国
外
退
去
を
求
め
て
い
る
。
イ
ス
ラ
ム
教
や
外
国
人

へ
の
嫌
悪
感
を
隠
さ
な
い
政
党
も
あ
る
。
こ
れ
ら
の
政
党
は
ま
た
、
Ｅ
Ｕ
の
中
央
集
権
的
、
官
僚
的
も
し
く
は
エ
リ
ー
ト
主
義
的
な
組
織

の
あ
り
方
、
な
ら
び
に
脱
炭
素
を
促
す
Ｅ
Ｕ
の
環
境
政
策
を
批
判
す
る
傾
向
に
あ
る

（
３
）

。
こ
の
よ
う
に
共
通
項
の
多
い
右
派
政
党
で
あ
る

が
、
欧
州
議
会
で
統
一
会
派
が
結
成
さ
れ
な
い
の
は
何
故
で
あ
ろ
う
か
。

こ
れ
ま
で
欧
州
議
会
で
は
、
右
派
政
党
か
ら
な
る
少
な
く
と
も
二
つ
の
会
派
が
並
存
す
る
状
態
が
続
い
た
。
そ
の
状
態
は
、
二
〇
二
四

年
選
挙
で
も
解
消
し
な
い
ば
か
り
か
、
右
派
政
党
か
ら
な
る
第
三
の
会
派
が
さ
ら
に
結
成
さ
れ
る
と
こ
ろ
と
な
っ
た

（
４
）

。
た
し
か
に
欧
州
議

会
の
『
手
続
規
則
』
に
し
た
が
え
ば
、
少
な
く
と
も
七
つ
の
加
盟
国
か
ら
二
三
名
の
議
員
が
集
ま
れ
ば
独
立
し
た
一
つ
の
会
派
を
結
成
で

き
る

（
５
）

。
こ
れ
に
よ
り
、
欧
州
議
会
の
予
算
で
会
派
の
専
属
ス
タ
ッ
フ
を
雇
い
、
専
用
の
事
務
所
を
開
設
す
る
こ
と
も
可
能
と
な
る
の
で
あ

る
（
６
）

。
と
は
い
え
、
政
治
的
な
影
響
力
を
考
慮
す
れ
ば
、
会
派
は
大
き
い
ほ
ど
享
受
で
き
る
メ
リ
ッ
ト
も
増
す
で
あ
ろ
う
。
す
な
わ
ち
、
院

内
委
員
会
の
委
員
長
ポ
ス
ト
の
獲
得
、
Ｅ
Ｕ
の
立
法
と
予
算
政
策
へ
の
関
与
、
さ
ら
に
は
欧
州
委
員
会
委
員
の
人
事
と
い
っ
た
局
面
で
強

い
存
在
感
を
発
揮
し
う
る
。
そ
の
よ
う
な
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
統
一
会
派
の
結
成
に
至
ら
な
い
要
因
を
明
ら
か
に
す
る

こ
と
を
本
稿
は
試
み
る
。

こ
の
よ
う
な
本
稿
の
試
み
は
、
一
見
し
た
と
こ
ろ
相
似
す
る
欧
州
の
右
派
政
党
間
に
横
た
わ
る
隔
た
り
を
理
解
す
る
こ
と
に
も
寄
与
し

う
る
。
右
派
と
い
う
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
の
中
に
さ
ま
ざ
ま
な
思
考
と
態
度
が
あ
る
こ
と
は
、
Ｊ
─
Ｙ
・
カ
ミ
ュ
と
Ｎ
・
ル
ブ
ー
ル
が

二
〇
一
五
年
の
著
書
『
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
極
右
』
で
描
い
た
と
お
り
で
あ
る

（
７
）

。
そ
の
よ
う
な
雑
多
性
の
一
端
が
、
二
〇
二
〇
年
代
半
ば
の

Ｅ
Ｕ
に
ど
の
よ
う
に
表
徴
さ
れ
て
い
る
か
を
本
稿
は
探
究
す
る
こ
と
に
な
る
。

）
一
四
（

二
〇
二
四
年
欧
州
議
会
選
挙
と
右
派
政
党
（
山
本
）

四
三

以
下
で
は
、
ま
ず
、
欧
州
議
会
に
お
け
る
右
派
政
党
の
会
派
の
歩
み
を
振
り
返
る
（
Ⅰ
）。
次
い
で
、
二
〇
二
四
年
選
挙
を
め
ぐ
る
右

派
政
党
の
離
合
集
散
を
概
観
し
た
後
（
Ⅱ
）、
同
選
挙
で
離
合
集
散
が
起
き
た
諸
要
因
に
つ
い
て
考
察
す
る
（
Ⅲ
）。
最
後
に
、
会
派
の
内

部
に
お
け
る
政
党
間
の
結
束
状
況
を
俎
上
に
載
せ
る
こ
と
に
す
る
（
Ⅳ
）。
な
お
、
本
稿
で
言
及
さ
れ
る
会
派
の
名
称
と
人
物
の
肩
書
は
、

原
則
と
し
て
二
〇
二
四
年
選
挙
が
実
施
さ
れ
た
二
〇
二
四
年
六
月
時
点
の
も
の
で
あ
る
。

Ⅰ
　
欧
州
議
会
に
お
け
る
右
派
会
派
の
経
緯

欧
州
議
会
に
お
け
る
右
派
会
派
の
先
駆
け
と
な
る
会
派
は
、「
欧
州
右
派
（
Ｅ
Ｒ
）」
で
あ
ろ
う
。
一
九
八
四
年
の
第
二
回
欧
州
議
会
選

挙
を
機
に
フ
ラ
ン
ス
「
国
民
戦
線
（
Ｆ
Ｎ
）」（
の
ち
国
民
連
合
Ｒ
Ｎ
に
改
称
）
や
「
イ
タ
リ
ア
社
会
運
動
（
Ｍ
Ｓ
Ｉ
）」
等
が
結
成
し
た
Ｅ
Ｒ
は
、

当
時
に
お
い
て
こ
そ
四
三
四
議
席
中
一
七
議
席
と
泡
沫
的
な
存
在
で
あ
っ
た
。
し
か
し
そ
の
後
、
Ｅ
Ｒ
の
後
継
会
派
を
含
む
右
派
会
派
は

着
実
に
存
在
感
を
強
め
て
い
く
。

右
派
会
派
が
並
存
す
る
状
態
が
生
ま
れ
、
か
つ
定
着
す
る
の
は
、
中
・
東
欧
諸
国
が
Ｅ
Ｕ
に
加
盟
し
た
二
〇
〇
〇
年
代
半
ば
の
こ
と
で

あ
る
と
い
え
る
。
二
〇
〇
四
年
の
第
六
回
欧
州
議
会
選
挙
後
に
は
、「
独
立
・
民
主
主
義
（
Ｉ
Ｎ
Ｄ
／
Ｄ
Ｅ
Ｍ
）」
お
よ
び
「
諸
民
族
の
欧

州
の
た
め
の
連
合
（
Ｕ
Ｅ
Ｎ
）」
の
二
会
派
が
組
織
さ
れ
た
。
前
者
の
Ｉ
Ｎ
Ｄ
／
Ｄ
Ｅ
Ｍ
の
顔
ぶ
れ
は
、
イ
ギ
リ
ス
独
立
党
（
Ｕ
Ｋ
Ｉ
Ｐ
）

（
一
一
議
席
）、「
ポ
ー
ラ
ン
ド
家
族
同
盟
（
Ｌ
Ｐ
Ｒ
）」（
一
〇
議
席
）、
イ
タ
リ
ア
「
北
部
同
盟
（
Ｌ
Ｎ
）」（
四
議
席
、
後
に
同
盟
Ｌ
ｅ
ｇ
ａ
）
等

で
あ
っ
た
。
当
時
の
全
七
三
二
議
席
の
う
ち
、
最
大
で
三
七
議
席
を
占
め
て
い
る
。
後
者
の
Ｕ
Ｅ
Ｎ
は
最
大
で
二
七
議
席
で
あ
り
、
イ
タ

リ
ア
「
国
民
同
盟
（
Ａ
Ｎ
）」（
九
議
席
）、
ポ
ー
ラ
ン
ド
「
法
と
正
義
（
Ｐ
ｉ
Ｓ
）」（
七
議
席
）、
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
「
フ
ィ
ア
ナ
・
フ
ォ
イ
ル

）
一
四
（



二
〇
二
四
年
欧
州
議
会
選
挙
と
右
派
政
党
（
山
本
）

四
三

以
下
で
は
、
ま
ず
、
欧
州
議
会
に
お
け
る
右
派
政
党
の
会
派
の
歩
み
を
振
り
返
る
（
Ⅰ
）。
次
い
で
、
二
〇
二
四
年
選
挙
を
め
ぐ
る
右

派
政
党
の
離
合
集
散
を
概
観
し
た
後
（
Ⅱ
）、
同
選
挙
で
離
合
集
散
が
起
き
た
諸
要
因
に
つ
い
て
考
察
す
る
（
Ⅲ
）。
最
後
に
、
会
派
の
内

部
に
お
け
る
政
党
間
の
結
束
状
況
を
俎
上
に
載
せ
る
こ
と
に
す
る
（
Ⅳ
）。
な
お
、
本
稿
で
言
及
さ
れ
る
会
派
の
名
称
と
人
物
の
肩
書
は
、

原
則
と
し
て
二
〇
二
四
年
選
挙
が
実
施
さ
れ
た
二
〇
二
四
年
六
月
時
点
の
も
の
で
あ
る
。

Ⅰ
　
欧
州
議
会
に
お
け
る
右
派
会
派
の
経
緯

欧
州
議
会
に
お
け
る
右
派
会
派
の
先
駆
け
と
な
る
会
派
は
、「
欧
州
右
派
（
Ｅ
Ｒ
）」
で
あ
ろ
う
。
一
九
八
四
年
の
第
二
回
欧
州
議
会
選

挙
を
機
に
フ
ラ
ン
ス
「
国
民
戦
線
（
Ｆ
Ｎ
）」（
の
ち
国
民
連
合
Ｒ
Ｎ
に
改
称
）
や
「
イ
タ
リ
ア
社
会
運
動
（
Ｍ
Ｓ
Ｉ
）」
等
が
結
成
し
た
Ｅ
Ｒ
は
、

当
時
に
お
い
て
こ
そ
四
三
四
議
席
中
一
七
議
席
と
泡
沫
的
な
存
在
で
あ
っ
た
。
し
か
し
そ
の
後
、
Ｅ
Ｒ
の
後
継
会
派
を
含
む
右
派
会
派
は

着
実
に
存
在
感
を
強
め
て
い
く
。

右
派
会
派
が
並
存
す
る
状
態
が
生
ま
れ
、
か
つ
定
着
す
る
の
は
、
中
・
東
欧
諸
国
が
Ｅ
Ｕ
に
加
盟
し
た
二
〇
〇
〇
年
代
半
ば
の
こ
と
で

あ
る
と
い
え
る
。
二
〇
〇
四
年
の
第
六
回
欧
州
議
会
選
挙
後
に
は
、「
独
立
・
民
主
主
義
（
Ｉ
Ｎ
Ｄ
／
Ｄ
Ｅ
Ｍ
）」
お
よ
び
「
諸
民
族
の
欧

州
の
た
め
の
連
合
（
Ｕ
Ｅ
Ｎ
）」
の
二
会
派
が
組
織
さ
れ
た
。
前
者
の
Ｉ
Ｎ
Ｄ
／
Ｄ
Ｅ
Ｍ
の
顔
ぶ
れ
は
、
イ
ギ
リ
ス
独
立
党
（
Ｕ
Ｋ
Ｉ
Ｐ
）

（
一
一
議
席
）、「
ポ
ー
ラ
ン
ド
家
族
同
盟
（
Ｌ
Ｐ
Ｒ
）」（
一
〇
議
席
）、
イ
タ
リ
ア
「
北
部
同
盟
（
Ｌ
Ｎ
）」（
四
議
席
、
後
に
同
盟
Ｌ
ｅ
ｇ
ａ
）
等

で
あ
っ
た
。
当
時
の
全
七
三
二
議
席
の
う
ち
、
最
大
で
三
七
議
席
を
占
め
て
い
る
。
後
者
の
Ｕ
Ｅ
Ｎ
は
最
大
で
二
七
議
席
で
あ
り
、
イ
タ

リ
ア
「
国
民
同
盟
（
Ａ
Ｎ
）」（
九
議
席
）、
ポ
ー
ラ
ン
ド
「
法
と
正
義
（
Ｐ
ｉ
Ｓ
）」（
七
議
席
）、
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
「
フ
ィ
ア
ナ
・
フ
ォ
イ
ル

）
一
四
（
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四
四

─
共
和
党
（
Ｆ
Ｆ
）」（
四
議
席
）
等
の
参
加
が
あ
っ
た
。

興
味
深
い
の
は
、
こ
れ
ら
二
つ
の
会
派
が
、
後
年
に
マ
ク
ド
ネ
ル
と
ワ
ー
ナ
ー
が
「
偉
ぶ
る
（proud

）
右
派
」
お
よ
び
「
お
上
品
な

（respectable
）
右
派
」
と
表
現
し
た
分
類
に
適
合
し
う
る
こ
と
で
あ
る

（
８
）

。
偉
ぶ
る
右
派
と
は
、
Ｅ
Ｐ
Ｐ
を
は
じ
め
と
す
る
主
流
の
会
派
と

協
力
や
協
調
を
行
う
余
地
を
見
せ
ず
、
こ
れ
ら
の
会
派
か
ら
常
に
距
離
を
お
こ
う
と
す
る
勢
力
で
あ
る
。
他
方
で
お
上
品
な
右
派
は
、
偉

ぶ
る
右
派
よ
り
も
穏
健
で
あ
り
、
Ｅ
Ｐ
Ｐ
な
ど
と
協
力
ま
た
は
協
調
す
る
可
能
性
を
排
除
し
な
い
。
Ｉ
Ｎ
Ｄ
／
Ｄ
Ｅ
Ｍ
と
Ｕ
Ｅ
Ｎ
は
そ
れ

ぞ
れ
偉
ぶ
る
右
派
、
お
上
品
な
右
派
と
し
て
対
比
す
る
こ
と
が
で
き
る
で
あ
ろ
う
。
こ
の
よ
う
な
二
つ
の
会
派
が
合
計
で
六
〇
を
超
え
る

議
席
数
を
得
て
、
欧
州
議
会
で
あ
る
程
度
の
存
在
感
を
示
す
よ
う
に
な
る
。

二
〇
〇
〇
年
代
後
半
か
ら
二
〇
一
〇
年
代
に
か
け
て
、
各
国
の
右
派
政
党
は
さ
ら
に
伸
張
す
る
も
の
の
、
そ
こ
に
は
二
つ
の
変
化
が
見

ら
れ
る
。
第
一
に
挙
げ
ら
れ
る
の
は
、
欧
州
保
守
改
革
党
（
Ｅ
Ｃ
Ｒ
）
が
新
た
に
結
成
さ
れ
た
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
始
ま
り
は
、
欧
州
議

会
の
最
大
会
派
で
あ
る
欧
州
人
民
党
（
Ｅ
Ｐ
Ｐ
）
と
イ
ギ
リ
ス
保
守
党
が
提
携
を
解
消
し
た
こ
と
に
あ
っ
た
。
イ
ギ
リ
ス
保
守
党
は

Ｅ
Ｐ
Ｐ
と
の
提
携
か
ら
、
欧
州
統
合
の
さ
ら
な
る
深
化
に
懐
疑
的
な
他
国
の
有
志
と
の
連
携
に
切
り
替
え
た
の
で
あ
る

（
９
）

。
Ｅ
Ｃ
Ｒ
は
し
ば

ら
く
の
間
、
イ
ギ
リ
ス
保
守
党
と
ポ
ー
ラ
ン
ド
Ｐ
ｉ
Ｓ
の
双
頭
体
制
の
外
観
を
呈
し
て
い
た
。
そ
の
後
、
イ
ギ
リ
ス
の
Ｅ
Ｕ
脱
退
が
、
し

た
が
っ
て
保
守
党
の
Ｅ
Ｃ
Ｒ
か
ら
の
離
脱
が
決
定
的
と
な
っ
た
時
期
に
、
Ｅ
Ｃ
Ｒ
は
オ
ラ
ン
ダ
「
民
主
主
義
フ
ォ
ー
ラ
ム
（
Ｆ
ｖ
Ｄ
）」、

イ
タ
リ
ア
Ｆ
Ｄ
Ｉ
お
よ
び
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
民
主
党
（
Ｓ
Ｄ
）
と
い
っ
た
政
党
を
積
極
的
に
受
け
入
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
そ
の
結
果
、

二
〇
一
九
年
の
第
九
回
欧
州
議
会
選
挙
で
は
、
イ
ギ
リ
ス
保
守
党
が
大
幅
に
議
席
を
減
ら
す
も
の
の
、
こ
れ
ら
“
新
顔
”
の
存
在
に
よ
っ

て
Ｅ
Ｃ
Ｒ
は
安
定
し
た
議
席
を
保
つ
こ
と
に
な
っ
た
。

マ
リ
ー
ヌ
・
ル
ペ
ン
と
い
う
、
従
来
の
右
派
指
導
者
の
イ
メ
ー
ジ
に
そ
ぐ
わ
な
い
人
物
が
登
場
し
た
こ
と
が
第
二
の
変
化
を
特
徴
づ
け

）
一
一
（

二
〇
二
四
年
欧
州
議
会
選
挙
と
右
派
政
党
（
山
本
）

四
五

て
い
る
。
マ
リ
ー
ヌ
は
、
父
ジ
ャ
ン
＝
マ
リ
ー
か
ら
Ｆ
Ｎ
党
首
の
座
を
継
い
だ
後
、
党
の
い
わ
ゆ
る
脱
悪
魔
化
を
進
め
た
。
党
名
を
Ｆ
Ｎ

か
ら
国
民
連
合
（
Ｒ
Ｎ
）
に
改
称
し
た
の
も
、
党
に
対
す
る
有
権
者
の
イ
メ
ー
ジ
を
向
上
さ
せ
る
た
め
で
あ
っ
た

（
１0
）

。
そ
れ
と
と
も
に
マ

リ
ー
ヌ
・
ル
ペ
ン
は
、
オ
ラ
ン
ダ
Ｐ
Ｖ
Ｖ
、
ベ
ル
ギ
ー
「
フ
ラ
ー
ム
ス
・
ベ
ラ
ン
フ
（
Ｖ
Ｂ
）」
な
ら
び
に
オ
ー
ス
ト
リ
ア
自
由
党

（
Ｆ
Ｐ
Ö
）
等
が
参
加
す
る
会
派
「
民
族
と
自
由
の
欧
州
（
Ｅ
Ｎ
Ｆ
、
フ
ラ
ン
ス
語
で
は
Ｅ
Ｎ
Ｌ
）」
を
結
成
し
た
。
こ
れ
が
、
後
年

（
二
〇
一
九
年
）
の
欧
州
議
会
選
挙
を
機
に
「
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
ー
と
民
主
主
義
（
Ｉ
Ｄ
）」
と
な
る
会
派
で
あ
る
。
マ
リ
ー
ヌ
は

二
〇
二
一
年
九
年
に
Ｒ
Ｎ
党
首
職
を
ジ
ョ
ル
ダ
ン
・
バ
ル
デ
ラ
に
譲
る
も
の
の
、
Ｒ
Ｎ
で
の
指
導
的
な
立
場
は
維
持
し
て
い
た
。

Ⅱ
　
二
〇
二
四
年
欧
州
議
会
選
挙
と
離
合
集
散

欧
州
議
会
の
議
員
は
、
Ｅ
Ｕ
条
約
に
し
た
が
い
五
年
に
一
度
の
直
接
普
通
選
挙
で
選
出
さ
れ
る

（
１１
）

。
こ
れ
ま
で
の
と
こ
ろ
、
そ
の
議
席
は

加
盟
国
の
人
口
規
模
に
応
じ
て
各
国
に
割
当
て
ら
れ
て
お
り
、
選
挙
も
加
盟
国
毎
に
実
施
さ
れ
る

（
１２
）

。
そ
の
よ
う
に
し
て
二
〇
一
九
年
と

二
〇
二
四
年
に
実
施
さ
れ
た
結
果
を
会
派
毎
に
集
計
し
た
の
が
表
１
で
あ
る
。
最
大
会
派
の
Ｅ
Ｐ
Ｐ
は
二
〇
〇
〇
年
代
以
降
退
潮
傾
向
に

あ
っ
た
が
、
二
〇
二
四
年
選
挙
で
は
や
や
持
ち
直
し
た
。
他
方
に
お
い
て
、
中
道
か
ら
左
派
に
位
置
す
る
四
会
派
の
う
ち
、
欧
州
統
一
左

翼
・
北
欧
緑
左
翼
（
Ｇ
Ｕ
Ｅ
／
Ｎ
Ｇ
Ｌ
）
を
除
く
三
会
派
、
す
な
わ
ち
刷
新
欧
州
（
Ｒ
Ｅ
、
中
道
リ
ベ
ラ
ル
）、
社
会
民
主
進
歩
連
合
（
Ｓ
＆
Ｄ
、

中
道
左
派
）
お
よ
び
緑
・
欧
州
自
由
連
合
（
Ｇ
ｒ
ｅ
ｅ
ｎ
ｓ
／
Ｅ
Ｆ
Ａ
、
環
境
）
が
い
ず
れ
も
議
席
減
と
な
っ
た
。

こ
う
し
た
中
で
右
派
会
派
で
あ
る
Ｅ
Ｃ
Ｒ
と
Ｉ
Ｄ
は
、
い
ず
れ
も
議
席
を
増
や
し
た
。
Ｅ
Ｃ
Ｒ
の
議
席
増
は
、
イ
タ
リ
ア
Ｆ
Ｄ
Ｉ
の
躍

進
に
よ
る
と
こ
ろ
が
大
き
い
。
そ
れ
に
対
し
て
、
Ｉ
Ｄ
の
伸
張
は
、
フ
ラ
ン
ス
Ｒ
Ｎ
、
オ
ラ
ン
ダ
Ｐ
Ｖ
Ｖ
あ
る
い
は
オ
ー
ス
ト
リ
ア

）
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政
経
研
究

　第
六
十
二
巻
第
一
・
二
号
（
二
〇
二
五
年
九
月
）

四
六

Ｆ
Ｐ
Ö
と
い
っ
た
政
党
の
各
々
の
議
席
増
が
集
積
さ
れ
た
も
の
で
あ
る

（
以
上
、
表
２
参
照
）。
さ
ら
に
は
、
二
五
議
席
を
も
つ
「
主
権
的
国
民

の
欧
州
（
Ｅ
Ｓ
Ｎ
）」
が
新
た
に
結
成
さ
れ
て
い
る
。

Ｅ
Ｃ
Ｒ
、
Ｉ
Ｄ
お
よ
び
Ｅ
Ｓ
Ｎ
の
三
会
派
は
、
そ
も
そ
も
い
か
な
る

経
緯
か
ら
並
存
す
る
こ
と
に
な
っ
た
の
か
。
そ
の
発
端
は
、
二
〇
二
四

年
選
挙
の
直
前
の
二
〇
二
四
年
五
月
に
、
Ｉ
Ｄ
が
ド
イ
ツ
Ａ
ｆ
Ｄ
を
除

名
し
た
こ
と
に
あ
っ
た
。
先
に
触
れ
た
よ
う
に
、
Ｉ
Ｄ
は
、
前
出
の

Ｅ
Ｎ
Ｆ
を
後
継
す
る
か
た
ち
で
二
〇
一
九
年
選
挙
を
機
に
発
足
し
た
会

派
で
あ
っ
た
。
Ａ
ｆ
Ｄ
は
、
二
〇
一
四
年
に
Ｅ
Ｃ
Ｒ
に
参
加
し
た
後
、

フ
ラ
ン
ス
Ｒ
Ｎ
や
イ
タ
リ
ア
Ｌ
ｅ
ｇ
ａ
等
と
と
も
に
、
二
〇
一
九
年
発

足
の
Ｉ
Ｄ
の
下
に
合
流
し
た
。
し
か
し
、
マ
リ
ー
ヌ
・
ル
ペ
ン
を
は
じ

め
と
す
る
フ
ラ
ン
ス
Ｒ
Ｎ
や
デ
ン
マ
ー
ク
人
民
党
（
Ｄ
Ｆ
）
の
意
向
を

受
け
て
、
Ａ
ｆ
Ｄ
は
二
〇
二
四
年
選
挙
を
目
前
に
除
名
さ
れ
た
の
で
あ

る
。
除
名
さ
れ
た
Ａ
ｆ
Ｄ
を
中
心
に
新
た
に
結
成
さ
れ
た
の
が
、

Ｅ
Ｓ
Ｎ
で
あ
っ
た
。
Ａ
ｆ
Ｄ
が
除
名
さ
れ
た
理
由
に
つ
い
て
は
次
章
で

触
れ
る
こ
と
に
し
た
い
。

次
い
で
、
二
〇
二
四
年
選
挙
の
終
了
後
に
「
欧
州
の
愛
国
者

表 １　会派所属議員の推移（人）

欧
州
統
一
左
翼
・
北
欧
緑
左
翼

（
Ｇ
Ｕ
Ｅ
／
Ｎ
Ｇ
Ｌ
）

社
会
民
主
進
歩
連
合
（
Ｓ
＆
Ｄ
）

緑
・
欧
州
自
由
連
合

（
Ｇ
ｒ
ｅ
ｅ
ｎ
ｓ
／
Ｅ
Ｆ
Ａ
）

刷
新
欧
州
（
Ｒ
Ｅ
）

欧
州
人
民
党
（
キ
リ
ス
ト
教
民
主
）

（
Ｅ
Ｐ
Ｐ
）

欧
州
保
守
改
革
党
（
Ｅ
Ｃ
Ｒ
）

ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
ー
と
民
主
主
義

（
Ｉ
Ｄ
）
※
１

主
権
的
国
民
の
欧
州
（
Ｅ
Ｓ
Ｎ
）

無
所
属

合
計

２0１９年 ４１ １５４ ７４ １0８ １８２ ６２ ７３ ─※２ ５７ ７５１
２0２４年 ４６ １３６ ５３ ７７ １８８ ７８ ８４ ２５ ３３ ７２0
増減 ５ △１８ △２１ △３１ ６ １６ ９ ２５ △２４ △３１

※ １ 　２0２４年選挙後に「欧州の愛国者（PfE）」に合流。

※ ２ 　２0２４年選挙後に結成のため、２0１９年選挙では未結成。

（出典：欧州議会ウェブサイトより筆者作成）
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二
〇
二
四
年
欧
州
議
会
選
挙
と
右
派
政
党
（
山
本
）

四
七

表
２
　
２0２4年

欧
州
議
会
選
挙
に
お
け
る
右
派
政
党
の
獲
得
議
席
（
※
１
）

政
党

名
加

盟
国

党
首

、
指

導
者

獲
得

議
席

増
減

（
２0１９年

比
）

同
国

へ
の

議
席

配
分

議
席

占
有

率

（
%
）

選
挙

時
の

所
属

※
２

選
挙

後
の

所
属

国
民

連
合

（
R
N
）

フ
ラ

ン
ス

バ
ル

デ
ラ

、
ル

ペ
ン

３0
+７

８１
３７.0

ID
P
fE

イ
タ

リ
ア

の
同

胞
（

F
D
I）

イ
タ

リ
ア

メ
ロ

ー
ニ

２４
+１８

７６
３１.６

E
C
R

E
C
R

法
と

正
義

（
P
iS

）
ポ

ー
ラ

ン
ド

カ
チ

ン
ス

キ
２0

-７
５３

３７.７
E
C
R

E
C
R

ド
イ

ツ
の

た
め

の
選

択
肢

（
A
fD

）

ド
イ

ツ
ク

ル
パ

ラ
、

バ
イ

デ
ル

１５
+４

９６
１５.６

ID
E
S
N

フ
ィ

デ
ス

ハ
ン

ガ
リ

ー
オ

ル
バ

ン
１１

-２
２１

５２.４
無

所
属

※
３

P
fE

同
盟

（
L
ega）

イ
タ

リ
ア

サ
ル

ビ
ー

ニ
８

-２１
７６

１0.５
ID

P
fE

A
N
O
２0１１

チ
ェ

コ
バ

ビ
シ

ュ
７

+１
２１

３３.３
R
E

P
fE

自
由

党
（

P
V
V
）

オ
ラ

ン
ダ

ウ
ィ

ル
ダ

ー
ス

６
+６

３１
１９.４

ID
P
fE

オ
ー

ス
ト

リ
ア

自
由

党

（
F
P
Ö
）

オ
ー

ス
ト

リ
ア

キ
ク

ル
６

+３
２0

３0.0
ID

P
fE

V
O
X

ス
ペ

イ
ン

ア
バ

ス
カ

ル
６

+２
６１

９.８
E
C
R

P
fE

ル
ー

マ
ニ

ア
人

統
四

同
盟

（
A
U
R
）

ル
ー

マ
ニ

ア
シ

モ
ン

６
─

※
４

３３
１８.２

─
E
C
R

※
１
　

獲
得

議
席

の
多

い
順

に
掲

載
し

た
。

６
議

席
以

上
を

獲
得

し
た

政
党

に
限

定
し

た
。

※
２
　

選
挙

前
の

所
属

を
含

む
。

※
３
　

２0２0年
ま

で
欧

州
人

民
党

（
E
P
P
）。

※
４
　

２0１９年
当

時
は

未
選

出
。

�
（

出
典

：
各

種
ウ

ェ
ブ

サ
イ

ト
よ

り
筆

者
作

成
）

）
一
四
（
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２0２0年
ま

で
欧

州
人

民
党

（
E
P
P
）。

※
４
　

２0１９年
当

時
は

未
選

出
。

�
（

出
典

：
各

種
ウ

ェ
ブ

サ
イ

ト
よ

り
筆

者
作

成
）

）
一
四
（
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四
八

（
Ｐ
ｆ
Ｅ
）」
が
結
成
さ
れ
た
。
Ａ
ｆ
Ｄ
を
除
名
し
た
Ｉ
Ｄ
の
諸
政
党
が
、
こ
の
Ｐ
ｆ
Ｅ
の
下
に
合
流
す
る
こ
と
に
な
る
。
そ
の
結
果
、

Ｉ
Ｄ
へ
の
参
加
を
継
続
す
る
政
党
が
急
減
し
、
Ｉ
Ｄ
は
五
年
の
短
命
に
終
わ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

Ｐ
ｆ
Ｅ
結
成
を
率
先
し
た
の
は
、
フ
ィ
デ
ス
党
首
で
ハ
ン
ガ
リ
ー
首
相
の
オ
ル
バ
ン
・
ビ
ク
ト
ル
で
あ
っ
た
。
オ
ル
バ
ン
は
、

二
〇
二
四
年
六
月
三
〇
日
に
オ
ー
ス
ト
リ
ア
の
首
都
ウ
ィ
ー
ン
で
、
チ
ェ
コ
の
Ａ
Ｎ
Ｏ
二
〇
一
一
党
首
で
あ
る
ア
ン
ド
レ
イ
・
バ
ビ
シ
ュ

元
首
相
、
な
ら
び
に
オ
ー
ス
ト
リ
ア
Ｆ
Ｐ
Ö
党
首
の
ヘ
ル
ベ
ル
ト
・
キ
ク
ル
元
内
相
ら
と
と
も
に
Ｐ
ｆ
Ｅ
の
結
成
を
宣
言
し
た
。

二
〇
二
〇
年
に
Ｅ
Ｐ
Ｐ
か
ら
脱
退
し
た
フ
ィ
デ
ス
は
、
欧
州
議
会
で
無
所
属
の
状
態
に
あ
っ
た

（
１３
）

。
Ａ
Ｎ
Ｏ
二
〇
一
一
は
、
二
〇
一
四
年

の
欧
州
議
会
選
挙
で
議
席
を
得
て
以
降
、
中
道
リ
ベ
ラ
ル
の
Ｒ
Ｅ
（
当
時
は
欧
州
自
由
民
主
連
合
Ａ
Ｌ
Ｄ
Ｅ
）
に
参
加
し
て
い
た
。
バ
ビ

シ
ュ
は
、
Ｐ
ｆ
Ｅ
の
結
成
の
た
め
に
、
Ｒ
Ｅ
か
ら
脱
退
す
る
旨
を
前
週
に
表
明
し
て
い
た
。
オ
ー
ス
ト
リ
ア
Ｆ
Ｐ
Ö
は
、
Ｅ
Ｎ
Ｆ
か
ら

Ｉ
Ｄ
へ
と
続
く
右
派
会
派
に
継
続
的
に
参
加
す
る
政
党
で
あ
っ
た
。

そ
の
Ｐ
ｆ
Ｅ
に
多
く
の
政
党
が
合
流
す
る
の
で
あ
る
。
皮
切
り
と
な
っ
た
の
は
、
ス
ペ
イ
ン
「
Ｖ
Ｏ
Ｘ
」
で
あ
っ
た
。
同
党
は
、

Ｅ
Ｃ
Ｒ
を
脱
退
し
た
上
で
、
二
〇
二
四
年
選
挙
か
ら
約
一
か
月
後
の
七
月
五
日
に
参
加
を
表
明
し
た
。
こ
れ
に
、
前
述
の
よ
う
に
Ｉ
Ｄ
の

諸
政
党
が
続
い
た
。
こ
の
よ
う
な
動
き
が
呼
び
水
と
な
り
、「
ラ
ト
ビ
ア
・
フ
ァ
ー
ス
ト
（
Ｌ
Ｐ
Ｖ
）」
や
ギ
リ
シ
ャ
「
理
性
の
声
（
Ｆ
Ｌ
）」、

さ
ら
に
は
チ
ェ
コ
「
自
身
の
た
め
の
ド
ラ
イ
バ
ー
（
Ａ
Ｕ
Ｔ
Ｏ
）」
と
い
っ
た
Ｉ
Ｄ
に
未
参
加
で
あ
っ
た
小
規
模
政
党
も
Ｐ
ｆ
Ｅ
に
合
流
し

た
（
１４
）

。七
月
八
日
に
は
、
一
二
カ
国
か
ら
八
四
名
の
議
員
が
集
ま
る
こ
と
が
明
ら
か
と
な
っ
た
。
前
ス
ロ
ベ
ニ
ア
首
相
の
ヤ
ネ
ス
・
ヤ
ン
シ
ャ

や
ス
ロ
バ
キ
ア
首
相
現
職
の
ロ
ベ
ル
ト
・
フ
ィ
ツ
ォ
ら
、
オ
ル
バ
ン
と
政
策
的
に
近
し
い
と
さ
れ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
参
加
を
差
し
控
え

る
指
導
者
も
あ
っ
た

（
１５
）

。
し
か
し
、
会
派
と
し
て
認
め
ら
れ
る
た
め
に
必
要
な
条
件
は
十
分
に
達
成
さ
れ
た
。

）
一
四
（

二
〇
二
四
年
欧
州
議
会
選
挙
と
右
派
政
党
（
山
本
）

四
九

以
上
の
よ
う
に
、
Ｐ
ｆ
Ｅ
が
結
成
さ
れ
る
一
方
で
、
Ｉ
Ｄ
か
ら
除
名
さ
れ
た
ド
イ
ツ
Ａ
ｆ
Ｄ
が
Ｅ
Ｓ
Ｎ
を
結
成
す
る
こ
と
に
な
る
。
結

成
時
に
二
五
名
を
数
え
た
Ｅ
Ｓ
Ｎ
議
員
で
あ
る
が
、
そ
の
半
数
以
上
（
一
四
名
）
が
Ａ
ｆ
Ｄ
に
よ
っ
て
占
め
ら
れ
た
。
Ｅ
Ｓ
Ｎ
に
参
加
し

た
政
党
に
は
、
さ
ら
に
ポ
ー
ラ
ン
ド
「
新
た
な
る
希
望
（
Ｎ
Ｎ
）」、
ブ
ル
ガ
リ
ア
「
復
興
」、
チ
ェ
コ
「
自
由
と
直
接
民
主
主
義
」
お
よ

び
フ
ラ
ン
ス
「
再
征
服
」
等
が
あ
っ
た
。

Ｐ
ｆ
Ｅ
と
Ｅ
Ｓ
Ｎ
は
、
こ
う
し
て
別
個
の
会
派
と
し
て
欧
州
議
会
に
登
場
し
た
。
他
方
で
あ
ま
り
変
化
を
見
な
か
っ
た
の
が
Ｅ
Ｃ
Ｒ
で

あ
る
。
た
し
か
に
Ｅ
Ｃ
Ｒ
は
、
イ
ギ
リ
ス
の
Ｅ
Ｕ
脱
退
の
影
響
を
直
截
に
受
け
た
。
二
〇
二
四
年
選
挙
の
後
に
は
、
先
述
の
よ
う
に
ス
ペ

イ
ン
Ｖ
Ｏ
Ｘ
を
失
い
も
し
た
。
と
は
い
え
Ｅ
Ｃ
Ｒ
の
運
営
は
、
二
〇
二
〇
年
四
月
に
イ
タ
リ
ア
Ｆ
Ｄ
Ｉ
の
メ
ロ
ー
ニ
党
首
が
代
表
に
就
い

て
以
降
は
、
概
し
て
安
定
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。

Ⅲ
　
離
合
集
散
の
要
因

欧
州
議
会
で
三
つ
の
右
派
会
派
が
並
存
す
る
状
態
は
、
前
章
で
概
観
し
た
よ
う
に
、
各
国
の
右
派
政
党
の
離
合
集
散
に
よ
る
も
の
で

あ
っ
た
。
そ
れ
で
は
、
こ
の
よ
う
な
離
合
集
散
は
、
右
派
政
党
の
い
か
な
る
動
機
に
基
づ
い
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。

Ｅ
Ｃ
Ｒ
、
Ｐ
ｆ
Ｅ
お
よ
び
Ｅ
Ｓ
Ｎ
は
各
々
に
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
を
開
設
し
て
い
る
。
そ
れ
ら
の
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
で
は
政
治
綱
領
が
公
開
さ

れ
て
い
る
も
の
の
、
互
い
に
か
な
り
重
複
す
る
内
容
で
あ
る
。
例
え
ば
移
民
に
つ
い
て
、
こ
れ
ら
の
会
派
の
い
ず
れ
も
が
、
欧
州
の
対
外

国
境
を
保
護
す
る
必
要
性
に
言
及
し
つ
つ
、「
亡
命
が
認
定
さ
れ
な
か
っ
た
人
々
の
出
身
国
へ
の
送
還
」（
Ｅ
Ｃ
Ｒ
）、「
不
法
移
民
の
抑
止
」

（
Ｐ
ｆ
Ｅ
）、「
移
民
の
統
制
な
ら
び
に
受
容
で
き
る
水
準
へ
の
縮
小
」（
Ｅ
Ｓ
Ｎ
）
を
う
っ
た
え
て
い
る
。
国
家
主
権
、
伝
統
、
な
ら
び
に

）
一
四
（
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以
上
の
よ
う
に
、
Ｐ
ｆ
Ｅ
が
結
成
さ
れ
る
一
方
で
、
Ｉ
Ｄ
か
ら
除
名
さ
れ
た
ド
イ
ツ
Ａ
ｆ
Ｄ
が
Ｅ
Ｓ
Ｎ
を
結
成
す
る
こ
と
に
な
る
。
結

成
時
に
二
五
名
を
数
え
た
Ｅ
Ｓ
Ｎ
議
員
で
あ
る
が
、
そ
の
半
数
以
上
（
一
四
名
）
が
Ａ
ｆ
Ｄ
に
よ
っ
て
占
め
ら
れ
た
。
Ｅ
Ｓ
Ｎ
に
参
加
し

た
政
党
に
は
、
さ
ら
に
ポ
ー
ラ
ン
ド
「
新
た
な
る
希
望
（
Ｎ
Ｎ
）」、
ブ
ル
ガ
リ
ア
「
復
興
」、
チ
ェ
コ
「
自
由
と
直
接
民
主
主
義
」
お
よ

び
フ
ラ
ン
ス
「
再
征
服
」
等
が
あ
っ
た
。

Ｐ
ｆ
Ｅ
と
Ｅ
Ｓ
Ｎ
は
、
こ
う
し
て
別
個
の
会
派
と
し
て
欧
州
議
会
に
登
場
し
た
。
他
方
で
あ
ま
り
変
化
を
見
な
か
っ
た
の
が
Ｅ
Ｃ
Ｒ
で

あ
る
。
た
し
か
に
Ｅ
Ｃ
Ｒ
は
、
イ
ギ
リ
ス
の
Ｅ
Ｕ
脱
退
の
影
響
を
直
截
に
受
け
た
。
二
〇
二
四
年
選
挙
の
後
に
は
、
先
述
の
よ
う
に
ス
ペ

イ
ン
Ｖ
Ｏ
Ｘ
を
失
い
も
し
た
。
と
は
い
え
Ｅ
Ｃ
Ｒ
の
運
営
は
、
二
〇
二
〇
年
四
月
に
イ
タ
リ
ア
Ｆ
Ｄ
Ｉ
の
メ
ロ
ー
ニ
党
首
が
代
表
に
就
い

て
以
降
は
、
概
し
て
安
定
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。

Ⅲ
　
離
合
集
散
の
要
因

欧
州
議
会
で
三
つ
の
右
派
会
派
が
並
存
す
る
状
態
は
、
前
章
で
概
観
し
た
よ
う
に
、
各
国
の
右
派
政
党
の
離
合
集
散
に
よ
る
も
の
で

あ
っ
た
。
そ
れ
で
は
、
こ
の
よ
う
な
離
合
集
散
は
、
右
派
政
党
の
い
か
な
る
動
機
に
基
づ
い
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。

Ｅ
Ｃ
Ｒ
、
Ｐ
ｆ
Ｅ
お
よ
び
Ｅ
Ｓ
Ｎ
は
各
々
に
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
を
開
設
し
て
い
る
。
そ
れ
ら
の
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
で
は
政
治
綱
領
が
公
開
さ

れ
て
い
る
も
の
の
、
互
い
に
か
な
り
重
複
す
る
内
容
で
あ
る
。
例
え
ば
移
民
に
つ
い
て
、
こ
れ
ら
の
会
派
の
い
ず
れ
も
が
、
欧
州
の
対
外

国
境
を
保
護
す
る
必
要
性
に
言
及
し
つ
つ
、「
亡
命
が
認
定
さ
れ
な
か
っ
た
人
々
の
出
身
国
へ
の
送
還
」（
Ｅ
Ｃ
Ｒ
）、「
不
法
移
民
の
抑
止
」

（
Ｐ
ｆ
Ｅ
）、「
移
民
の
統
制
な
ら
び
に
受
容
で
き
る
水
準
へ
の
縮
小
」（
Ｅ
Ｓ
Ｎ
）
を
う
っ
た
え
て
い
る
。
国
家
主
権
、
伝
統
、
な
ら
び
に

）
一
四
（
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五
〇

欧
州
の
文
化
を
重
視
し
て
い
る
こ
と
、
な
ら
び
に
Ｅ
Ｕ
の
過
度
に
強
い
権
限
に
異
を
唱
え
て
い
る
こ
と
も
共
通
す
る
。
Ｅ
Ｃ
Ｒ
の
ウ
ェ
ブ

サ
イ
ト
に
は
次
の
表
現
が
あ
る
。「（
Ｅ
Ｕ
は
）
あ
ま
り
に
中
央
集
権
的
で
あ
り
、
あ
ま
り
に
野
心
的
で
あ
り
、
一
般
市
民
の
現
状
に
つ
い

て
あ
ま
り
に
理
解
不
足
で
あ
る

（
１６
）

」。
Ｐ
ｆ
Ｅ
と
Ｅ
Ｓ
Ｎ
の
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
に
も
、
各
々
に
以
下
の
文
言
が
あ
る
。「
Ｅ
Ｕ
は
、
我
々
欧
州
の

郷
土
で
あ
る
国
家
、
地
域
お
よ
び
小
共
同
体
の
意
思
に
背
い
て
い
る
」、「
Ｅ
Ｕ
の
強
ま
る
集
権
化
、
肥
大
す
る
官
僚
制
、
透
明
性
の
欠
如
、

赤
字
の
財
政
同
盟
建
設
を
（
我
々
は
）
拒
否
す
る

（
１７
）

」。
用
い
る
表
現
の
ニ
ュ
ア
ン
ス
と
程
度
に
は
差
異
が
あ
る
も
の
の
、
主
張
さ
れ
る
方
向

性
は
、
三
会
派
と
も
に
類
似
し
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
、
政
治
綱
領
に
違
い
が
見
当
た
ら
な
い
と
す
れ
ば
、
何
が
各
国
の
右
派
政
党
を
離
合
集
散
さ
せ
る
の
か
。
偉
ぶ
る
右
派
お

よ
び
お
上
品
な
右
派
と
い
う
、
先
述
し
た
マ
ク
ド
ネ
ル
と
ワ
ー
ナ
ー
の
分
類
は
い
ま
だ
適
用
可
能
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
分
類
に

則
れ
ば
、
Ｐ
ｆ
Ｅ
は
前
者
、
Ｅ
Ｃ
Ｒ
は
後
者
と
し
て
位
置
づ
け
る
こ
と
が
で
き
る
。
し
か
し
各
種
の
報
道
を
見
る
か
ぎ
り
、
こ
の
分
類
か

ら
は
推
察
し
が
た
い
要
因
も
あ
る
。
そ
の
よ
う
な
要
因
と
し
て
、
以
下
の
要
因
を
挙
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。

⒜
　
Ａ
ｆ
Ｄ
に
お
け
る
ナ
チ
ス
認
識

ル
ペ
ン
ら
の
意
向
に
基
づ
い
て
、
Ｉ
Ｄ
が
ド
イ
ツ
Ａ
ｆ
Ｄ
を
除
名
し
た
こ
と
を
前
章
で
触
れ
た
。
そ
の
背
景
に
は
、
Ａ
ｆ
Ｄ
の
上
層
部

に
見
ら
れ
た
ナ
チ
ス
に
寛
容
な
姿
勢
が
懸
念
さ
れ
た
こ
と
が
あ
る
。

除
名
へ
の
伏
線
と
な
る
の
が
、
ド
イ
ツ
の
極
右
運
動
家
ら
が
二
〇
二
三
年
一
一
月
に
開
い
た
会
合
で
あ
る
。
ベ
ル
リ
ン
近
郊
の
ポ
ツ
ダ

ム
で
秘
密
裏
に
開
か
れ
た
こ
の
会
合
で
は
、
ド
イ
ツ
に
同
化
し
よ
う
と
し
な
い
移
民
お
よ
び
市
民
を
国
外
に
多
数
退
去
さ
せ
る
計
画
が
示

さ
れ
た
と
い
う
。
会
合
が
開
催
さ
れ
た
事
実
、
な
ら
び
に
五
名
の
Ａ
ｆ
Ｄ
党
員
が
出
席
し
て
い
た
こ
と
が
翌
二
〇
二
四
年
一
月
に
露
呈
し

た
際
、
ル
ペ
ン
は
、
こ
の
よ
う
な
計
画
に
は
賛
同
で
き
な
い
と
表
明
し
た
。
Ａ
ｆ
Ｄ
の
共
同
党
首
の
一
人
で
あ
る
ア
リ
ス
・
バ
イ
デ
ル
は

）
四
五
（

二
〇
二
四
年
欧
州
議
会
選
挙
と
右
派
政
党
（
山
本
）

五
一

弁
明
し
た
も
の
の
、
ル
ペ
ン
は
来
た
る
二
〇
二
四
年
の
欧
州
議
会
選
挙
に
向
け
て
Ａ
ｆ
Ｄ
と
共
闘
で
き
る
の
か
自
問
す
る
一
幕
が
あ
っ

た
（
１８
）

。ル
ペ
ン
の
堪
忍
袋
の
緒
は
、
選
挙
を
目
前
に
控
え
る
五
月
に
切
れ
る
と
こ
ろ
と
な
っ
た
。
そ
の
直
接
の
引
き
金
に
な
っ
た
の
が
、
ド
イ

ツ
の
選
挙
区
に
お
け
る
Ａ
ｆ
Ｄ
候
補
者
リ
ス
ト
の
筆
頭
に
挙
が
っ
て
い
た
マ
ク
シ
ミ
リ
ア
ン
・
ク
ラ
ー
候
補
の
発
言
で
あ
る
。
イ
タ
リ

ア
・
レ
プ
ブ
リ
カ
紙
と
の
五
月
一
八
日
付
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
で
ク
ラ
ー
は
、「
Ｓ
Ｓ
の
制
服
を
着
た
者
た
ち
が
み
な
犯
罪
者
で
あ
っ
た
と
ま

で
は
い
え
な
い
」
と
述
べ
た
。
Ｓ
Ｓ
と
は
ナ
チ
ス
親
衛
隊
の
こ
と
で
あ
る
。
ク
ラ
ー
は
、
九
〇
万
人
に
上
る
と
さ
れ
る
Ｓ
Ｓ
隊
員
の
多
く

は
犯
罪
に
手
を
染
め
た
が
、
す
べ
て
の
隊
員
が
そ
う
し
た
わ
け
で
は
な
い
と
い
っ
た
旨
の
発
言
を
行
っ
た
。
こ
の
発
言
を
め
ぐ
り
、
ル
ペ

ン
は
五
月
二
二
日
、
自
国
フ
ラ
ン
ス
の
ラ
ジ
オ
放
送
で
「
Ａ
ｆ
Ｄ
は
挑
発
ば
か
り
し
て
い
る
。
そ
う
し
た
動
き
と
明
確
に
袂
を
分
か
つ
時

が
来
た
」
と
明
か
し
た
。
ル
ペ
ン
は
ま
た
、「
す
ぐ
に
で
も
防
疫
線
を
張
り
た
い
」
と
も
述
べ
て
い
る

（
１９
）

。
こ
こ
で
い
う
防
疫
線
と
は
、
極

端
な
思
想
を
も
つ
勢
力
と
の
協
力
を
完
全
に
遮
断
す
る
こ
と
を
意
味
す
る
。
フ
ラ
ン
ス
国
内
で
こ
の
言
葉
は
、
中
道
か
ら
左
派
に
か
け
て
、

あ
る
い
は
リ
ベ
ラ
ル
に
位
置
す
る
政
治
家
に
よ
っ
て
、
彼
女
と
の
協
力
を
拒
否
す
る
際
に
好
ん
で
用
い
ら
れ
て
い
た
。
そ
の
言
葉
を
今
次

は
ル
ペ
ン
が
用
い
た
の
で
あ
る
。

ル
ペ
ン
は
自
身
な
ら
び
に
自
党
の
脱
悪
魔
化
を
進
め
て
い
た
。
二
〇
二
七
年
に
実
施
が
予
定
さ
れ
る
フ
ラ
ン
ス
大
統
領
選
挙
で
初
当
選

す
る
た
め
に
、
ま
た
同
年
ま
で
に
実
施
さ
れ
る
総
選
挙
で
さ
ら
に
躍
進
す
る
た
め
に
、
国
内
の
穏
健
層
か
ら
の
支
持
を
射
程
に
入
れ
る
必

要
が
あ
っ
た
。
そ
の
よ
う
な
彼
女
に
と
っ
て
、
ド
イ
ツ
Ａ
ｆ
Ｄ
の
親
ナ
チ
ス
体
質
は
頭
痛
の
種
で
あ
っ
た
だ
ろ
う
。
広
く
知
ら
れ
て
い
る

よ
う
に
、
第
二
次
世
界
大
戦
時
に
Ｓ
Ｓ
は
、
ナ
チ
ス
の
片
腕
と
し
て
フ
ラ
ン
ス
支
配
と
残
虐
な
行
為
に
加
担
し
て
い
た
。
そ
の
Ｓ
Ｓ
を
擁

護
す
る
か
の
ご
と
き
Ａ
ｆ
Ｄ
と
の
関
係
を
維
持
す
る
こ
と
は
、
フ
ラ
ン
ス
国
内
で
ル
ペ
ン
と
Ｒ
Ｎ
へ
の
支
持
が
伸
び
悩
む
リ
ス
ク
と
な
り

）
四
四
（
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　第
六
十
二
巻
第
一
・
二
号
（
二
〇
二
五
年
九
月
）

五
二

え
た

（
２0
）

。
さ
ら
に
い
え
ば
、
Ｉ
Ｄ
に
よ
る
Ａ
ｆ
Ｄ
の
除
名
は
、
Ａ
ｆ
Ｄ
と
他
の
参
加
政
党
と
の
間
に
見
ら
れ
る
対
Ｅ
Ｕ
政
策
の
相
違
に
も
起
因
し

た
可
能
性
が
あ
る
。
Ｉ
Ｄ
に
参
加
す
る
政
党
の
多
く
は
、
本
来
、「
問
題
の
絶
え
な
い
Ｅ
Ｕ
」
か
ら
自
国
を
脱
退
さ
せ
る
こ
と
を
標
榜
し

て
い
た
。
し
か
し
、
ル
ペ
ン
や
オ
ラ
ン
ダ
Ｐ
Ｖ
Ｖ
の
ウ
ィ
ル
ダ
ー
ス
ら
は
次
第
に
、
Ｅ
Ｕ
の
「
改
革
」
を
通
じ
た
自
国
の
安
全
お
よ
び
繫

栄
へ
と
主
張
を
転
換
し
て
い
た

（
２１
）

。
自
国
を
脱
退
さ
せ
る
こ
と
な
く
、
加
盟
国
に
留
ま
り
な
が
ら
Ｅ
Ｕ
を
作
り
替
え
て
い
く
立
場
の
方
が
、

自
党
へ
の
支
持
を
集
め
や
す
い
と
判
断
し
た
の
で
あ
ろ
う
。
こ
の
よ
う
な
主
張
の
転
換
が
、
一
貫
し
て
脱
退
の
選
択
肢
を
排
除
し
な
い

Ａ
ｆ
Ｄ
と
の
距
離
を
生
ん
で
い
た

（
２２
）

。

Ｉ
Ｄ
が
Ａ
ｆ
Ｄ
の
除
名
を
決
め
た
際
、
フ
ラ
ン
ス
Ｒ
Ｎ
の
バ
ル
デ
ラ
党
首
は
「
新
た
な
連
携
組
織
」
を
築
く
用
意
が
あ
る
と
言
及
し
て

い
た

（
２３
）

。
彼
の
い
う
こ
の
組
織
こ
そ
が
、
二
〇
二
四
年
選
挙
後
に
結
成
さ
れ
た
Ｐ
ｆ
Ｅ
で
あ
っ
た
。

⒝
　“
権
力
者
の
ペ
ア
”
の
不
成
立
：
オ
ル
バ
ン
と
メ
ロ
ー
ニ

二
〇
二
四
年
欧
州
議
会
選
挙
の
実
施
後
に
オ
ル
バ
ン
、
バ
ビ
シ
ュ
お
よ
び
キ
ク
ル
ら
が
結
成
を
宣
言
し
た
の
が
Ｐ
ｆ
Ｅ
で
あ
っ
た
。
彼

ら
が
率
い
る
ハ
ン
ガ
リ
ー
の
フ
ィ
デ
ス
、
チ
ェ
コ
Ａ
Ｎ
Ｏ
二
〇
一
一
お
よ
び
オ
ー
ス
ト
リ
ア
Ｆ
Ｐ
Ö
に
加
え
て
、
宣
言
後
に
は
フ
ラ
ン
ス

Ｒ
Ｎ
等
、
Ｉ
Ｄ
に
参
加
し
て
い
た
多
く
政
党
が
こ
れ
に
合
流
し
た
。

Ｐ
ｆ
Ｅ
の
結
成
が
注
目
さ
れ
た
の
は
、
欧
州
議
会
で
中
道
右
派
（
Ｅ
Ｐ
Ｐ
）
と
中
道
左
派
（
Ｓ
＆
Ｄ
）
に
次
ぐ
第
三
の
勢
力
に
台
頭
し
た

か
ら
で
あ
っ
た
も
の
の
、
そ
れ
だ
け
で
は
な
い
。
今
や
欧
州
に
お
け
る
右
派
の
顔
と
な
っ
た
面
々
、
す
な
わ
ち
ル
ペ
ン
や
オ
ル
バ
ン
、
さ

ら
に
は
ウ
ィ
ル
ダ
ー
ス
、
マ
ッ
テ
オ
・
サ
ル
ビ
ー
ニ
ら
の
政
党
が
名
を
連
ね
た
か
ら
で
も
あ
っ
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
結
党
を
率
先
し
た

オ
ル
バ
ン
か
ら
見
れ
ば
、
こ
の
よ
う
な
Ｐ
ｆ
Ｅ
結
成
で
さ
え
も
最
良
の
成
果
と
ま
で
は
い
え
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
。
な
ぜ
な
ら
オ
ル
バ
ン

）
四
四
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二
〇
二
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年
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（
山
本
）

五
三

は
、
Ｅ
Ｃ
Ｒ
と
Ｉ
Ｄ
の
諸
政
党
に
フ
ィ
デ
ス
が
加
わ
る
と
い
う
一
大
会
派
を
構
想
し
て
い
た
か
ら
で
あ
る

（
２４
）

。

フ
ィ
デ
ス
は
、
二
〇
〇
四
年
に
Ｅ
Ｐ
Ｐ
に
参
加
し
た
中
・
東
欧
の
政
党
の
一
つ
で
あ
っ
た
。
二
〇
〇
四
年
と
い
え
ば
、
多
く
の
中
・
東

欧
の
国
が
Ｅ
Ｕ
に
加
盟
し
た
年
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
国
々
で
活
動
す
る
政
党
は
、
そ
れ
と
時
機
を
合
わ
せ
る
か
た
ち
で
、
自
ら
の
信
条
に

合
う
会
派
に
参
加
し
て
い
た
。
フ
ィ
デ
ス
は
そ
の
後
、
二
〇
一
〇
年
に
ハ
ン
ガ
リ
ー
の
国
会
選
挙
で
大
勝
し
、
オ
ル
バ
ン
が
八
年
ぶ
り
二

度
目
の
首
相
就
任
と
な
っ
た
。
そ
の
後
フ
ィ
デ
ス
は
、
ハ
ン
ガ
リ
ー
の
民
主
体
制
を
後
退
さ
せ
た
か
ど
で
批
判
す
る
Ｅ
Ｐ
Ｐ
か
ら

二
〇
二
〇
年
に
脱
退
し
た
。
脱
退
後
の
フ
ィ
デ
ス
は
、
Ｐ
ｆ
Ｅ
が
結
成
さ
れ
る
ま
で
は
、
欧
州
議
会
で
無
所
属
の
地
位
に
甘
ん
じ
て
い
た
。

こ
の
よ
う
な
経
緯
を
想
起
す
れ
ば
、
オ
ル
バ
ン
が
二
〇
二
四
年
の
欧
州
議
会
選
挙
を
機
に
一
大
会
派
の
中
核
に
躍
り
出
る
こ
と
を
願
っ

て
い
た
と
考
え
て
も
不
思
議
で
は
な
い
。
Ｅ
Ｃ
Ｒ
と
Ｉ
Ｄ
の
諸
政
党
に
フ
ィ
デ
ス
が
加
わ
る
会
派
が
成
立
す
れ
ば
、
そ
れ
は
第
二
勢
力
の

Ｓ
＆
Ｄ
は
む
ろ
ん
、
Ｅ
Ｐ
Ｐ
さ
え
脅
か
す
勢
力
と
な
る
。
Ｅ
Ｃ
Ｒ
、
Ｉ
Ｄ
お
よ
び
フ
ィ
デ
ス
の
合
流
が
難
し
い
よ
う
で
あ
れ
ば
、
次
善
策

と
し
て
フ
ィ
デ
ス
が
Ｅ
Ｃ
Ｒ
に
参
加
す
る
か
た
ち
で
も
よ
い
。
オ
ル
バ
ン
は
、
こ
の
よ
う
に
考
え
て
い
た
よ
う
で
あ
る

（
２５
）

。

し
か
し
、
こ
の
よ
う
な
野
心
の
い
ず
れ
も
、
二
〇
二
四
年
の
間
に
実
現
す
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
そ
の
理
由
は
い
く
つ
か
考
え
ら
れ
る

が
、
主
な
理
由
は
、
Ｅ
Ｃ
Ｒ
の
メ
ロ
ー
ニ
が
オ
ル
バ
ン
と
の
合
流
に
乗
り
気
で
な
か
っ
た
こ
と
で
あ
る
。

オ
ル
バ
ン
と
メ
ロ
ー
ニ
は
、
い
ず
れ
も
加
盟
国
首
脳
の
地
位
に
あ
っ
た
。
そ
れ
に
加
え
て
、
反
移
民
、
欧
州
懐
疑
、
反
・
性
的
少
数
者

の
権
利
等
の
点
に
お
い
て
一
致
す
る
。
そ
の
た
め
両
名
は
、
Ｅ
Ｕ
政
治
に
影
響
を
及
ぼ
す
「
権
力
者
の
ペ
ア
（pow

er�couple

）」

（E
U
observer

紙
）
に
な
る
潜
在
的
な
条
件
を
備
え
て
い
た
。
と
は
い
え
、
メ
ロ
ー
ニ
に
は
、
イ
タ
リ
ア
首
相
と
し
て
優
先
的
に
取
り
組

む
べ
き
課
題
が
あ
っ
た
。
す
な
わ
ち
、
悪
化
し
て
い
た
自
国
財
政
の
健
全
化
、
な
ら
び
に
コ
ロ
ナ
危
機
か
ら
の
経
済
的
復
興
が
そ
う
で
あ

る
。
こ
れ
ら
の
課
題
の
解
決
に
向
け
て
は
、
欧
州
委
員
会
の
ウ
ル
ズ
ラ
・
フ
ォ
ン
デ
ア
ラ
イ
エ
ン
委
員
長
や
マ
リ
オ
・
ド
ラ
ギ
前
イ
タ
リ

）
四
四
（
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の
権
利
等
の
点
に
お
い
て
一
致
す
る
。
そ
の
た
め
両
名
は
、
Ｅ
Ｕ
政
治
に
影
響
を
及
ぼ
す
「
権
力
者
の
ペ
ア
（pow

er�couple

）」

（E
U
observer

紙
）
に
な
る
潜
在
的
な
条
件
を
備
え
て
い
た
。
と
は
い
え
、
メ
ロ
ー
ニ
に
は
、
イ
タ
リ
ア
首
相
と
し
て
優
先
的
に
取
り
組

む
べ
き
課
題
が
あ
っ
た
。
す
な
わ
ち
、
悪
化
し
て
い
た
自
国
財
政
の
健
全
化
、
な
ら
び
に
コ
ロ
ナ
危
機
か
ら
の
経
済
的
復
興
が
そ
う
で
あ

る
。
こ
れ
ら
の
課
題
の
解
決
に
向
け
て
は
、
欧
州
委
員
会
の
ウ
ル
ズ
ラ
・
フ
ォ
ン
デ
ア
ラ
イ
エ
ン
委
員
長
や
マ
リ
オ
・
ド
ラ
ギ
前
イ
タ
リ

）
四
四
（
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五
四

ア
首
相
と
良
好
な
関
係
を
保
つ
必
要
が
あ
っ
た
。
そ
の
よ
う
な
メ
ロ
ー
ニ
に
と
っ
て
、
と
り
わ
け
フ
ォ
ン
デ
ア
ラ
イ
エ
ン
と
深
刻
な
対
立

関
係
に
あ
っ
た
オ
ル
バ
ン
と
組
む
こ
と
は
自
身
の
政
治
的
リ
ス
ク
に
な
り
え
た

（
２６
）

。

⒞
　
ロ
シ
ア
・
ウ
ク
ラ
イ
ナ
戦
争

ロ
シ
ア
・
ウ
ク
ラ
イ
ナ
戦
争
へ
の
姿
勢
が
異
な
る
こ
と
も
、
Ｅ
Ｃ
Ｒ
の
諸
政
党
と
フ
ィ
デ
ス
の
距
離
を
縮
め
る
う
え
で
障
害
と
な
っ
た
。

二
〇
二
二
年
二
月
に
ロ
シ
ア
が
隣
国
ウ
ク
ラ
イ
ナ
を
侵
攻
し
て
以
降
、
Ｅ
Ｕ
と
大
半
の
加
盟
国
は
ロ
シ
ア
を
非
難
し
、
経
済
、
金
融
お
よ

び
外
交
分
野
を
中
心
に
ロ
シ
ア
に
複
数
回
の
制
裁
を
発
動
し
た
。
そ
れ
と
と
も
に
ウ
ク
ラ
イ
ナ
に
各
種
の
支
援
を
提
供
す
る
の
で
あ
る
が
、

こ
の
よ
う
な
姿
勢
に
Ｅ
Ｃ
Ｒ
の
諸
政
党
も
賛
同
的
で
あ
っ
た
。

真
逆
と
も
い
え
る
立
場
を
示
し
た
の
が
オ
ル
バ
ン
で
あ
っ
た
。
オ
ル
バ
ン
は
、
Ｎ
Ａ
Ｔ
Ｏ
と
Ｅ
Ｕ
に
と
っ
て
第
三
国
と
な
る
両
国
の
戦

争
に
関
与
す
べ
き
で
は
な
い
と
主
張
し
、
中
立
的
な
姿
勢
を
見
せ
た
。
と
は
い
え
実
際
は
、
ロ
シ
ア
の
ウ
ラ
ジ
ー
ミ
ル
・
プ
ー
チ
ン
大
統

領
と
は
良
好
な
関
係
を
保
っ
た
。
そ
の
一
方
で
、
ハ
ン
ガ
リ
ー
系
住
民
の
処
遇
を
め
ぐ
り
軋
轢
の
あ
っ
た
ウ
ク
ラ
イ
ナ
に
は
、
冷
淡
な
態

度
を
取
り
続
け
た
。

二
〇
二
四
年
二
月
に
開
か
れ
た
欧
州
理
事
会
で
メ
ロ
ー
ニ
は
、
Ｅ
Ｕ
に
よ
る
対
ウ
ク
ラ
イ
ナ
支
援
の
強
化
を
拒
否
し
な
い
よ
う
に
オ
ル

バ
ン
に
要
請
し
た
。
そ
れ
と
と
も
に
、
メ
ロ
ー
ニ
は
、
フ
ィ
デ
ス
の
ハ
ン
ガ
リ
ー
施
政
へ
の
糾
弾
を
控
え
る
よ
う
に
他
の
加
盟
国
首
脳
に

求
め
た
と
い
う

（
２７
）

。
ロ
シ
ア
・
ウ
ク
ラ
イ
ナ
戦
争
へ
の
対
応
に
限
ら
ず
メ
ロ
ー
ニ
は
、
欧
州
理
事
会
の
合
意
に
向
け
て
仲
介
役
を
期
待
さ
れ

る
こ
と
が
あ
っ
た
。
そ
の
よ
う
な
メ
ロ
ー
ニ
で
あ
る
か
ら
こ
そ
、
オ
ル
バ
ン
に
一
方
的
に
肩
入
れ
す
る
わ
け
に
い
か
な
か
っ
た
。

Ｅ
Ｃ
Ｒ
に
は
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
Ｐ
ｉ
Ｓ
も
参
加
し
て
い
た
。
同
じ
中
・
東
欧
に
位
置
す
る
右
派
政
党
と
し
て
フ
ィ
デ
ス
と
盟
友
関
係
に

あ
っ
た
Ｐ
ｉ
Ｓ
の
内
部
に
は
、
Ｅ
Ｃ
Ｒ
か
ら
脱
退
し
て
ま
で
も
フ
ィ
デ
ス
と
連
携
す
べ
し
と
す
る
声
が
あ
っ
た

（
２８
）

。
そ
れ
で
も
オ
ル
バ
ン
と

）
四
一
（

二
〇
二
四
年
欧
州
議
会
選
挙
と
右
派
政
党
（
山
本
）

五
五

の
連
携
に
踏
み
切
ら
な
か
っ
た
の
は
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
に
お
い
て
ロ
シ
ア
を
警
戒
す
る
傾
向
が
本
来
的
に
高
か
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
プ
ー
チ

ン
と
の
良
好
な
関
係
を
誇
示
す
る
オ
ル
バ
ン
と
合
流
す
れ
ば
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
国
内
で
の
Ｐ
ｉ
Ｓ
の
支
持
が
低
下
し
か
ね
な
か
っ
た
の
で
あ

る
（
２９
）

。⒟
　
ル
ペ
ン
と
メ
ロ
ー
ニ
の
隔
た
り

オ
ル
バ
ン
の
フ
ィ
デ
ス
の
み
な
ら
ず
、
ル
ペ
ン
の
Ｒ
Ｎ
も
ま
た
、
メ
ロ
ー
ニ
率
い
る
Ｆ
Ｄ
Ｉ
と
同
じ
会
派
の
下
で
共
存
で
き
る
状
況
に

は
な
か
っ
た
。

繰
り
返
し
と
な
る
が
、
メ
ロ
ー
ニ
は
現
職
の
国
家
首
脳
と
し
て
、
国
内
お
よ
び
Ｅ
Ｕ
双
方
の
政
治
に
現
実
的
に
取
組
む
立
場
に
あ
っ
た
。

ロ
シ
ア
・
ウ
ク
ラ
イ
ナ
戦
争
に
際
し
て
も
、
政
治
信
条
が
一
致
し
な
い
で
あ
ろ
う
ド
イ
ツ
の
オ
ラ
フ
・
シ
ョ
ル
ツ
首
相
や
フ
ラ
ン
ス
の
エ

マ
ニ
ュ
エ
ル
・
マ
ク
ロ
ン
大
統
領
、
さ
ら
に
は
ア
メ
リ
カ
の
ジ
ョ
ー
・
バ
イ
デ
ン
大
統
領
ら
と
協
調
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
た
。
一
方
で
、

ル
ペ
ン
は
、
国
家
や
Ｅ
Ｕ
で
要
職
の
地
位
に
あ
っ
た
わ
け
で
は
な
く
、
む
し
ろ
そ
の
潜
在
的
な
候
補
者
と
し
て
将
来
を
語
る
べ
き
立
場
に

あ
っ
た
。
そ
し
て
そ
の
ル
ペ
ン
は
、
フ
ラ
ン
ス
国
民
を
前
に
、
プ
ー
チ
ン
と
密
接
な
関
係
に
あ
っ
た
過
去
を
釈
明
す
る
こ
と
で
手
一
杯
で

あ
っ
た

（
３0
）

。

メ
ロ
ー
ニ
と
ル
ペ
ン
の
隔
た
り
は
、
ロ
シ
ア
・
ウ
ク
ラ
イ
ナ
戦
争
以
外
の
領
域
で
も
垣
間
見
え
る
。
例
え
ば
、
人
工
妊
娠
中
絶
の
是
非

を
め
ぐ
り
、
ル
ペ
ン
は
是
と
す
る
が
、
メ
ロ
ー
ニ
は
否
定
的
で
あ
る

（
３１
）

。
反
移
民
に
つ
い
て
も
、
少
な
く
と
も
そ
の
掲
げ
方
に
相
違
が
あ

る
。
フ
ラ
ン
ス
の
ル
モ
ン
ド
紙
の
ア
ラ
ン
・
カ
バ
ル
氏
は
次
の
よ
う
に
指
摘
す
る
。「（
ル
ペ
ン
の
）
国
民
連
合
が
喧
伝
す
る
移
民
の
概
念

は
、
国
民
の
不
安
を
煽
る
た
め
の
も
の
で
あ
り
、
イ
ス
ラ
ム
教
徒
の
テ
ロ
、
郊
外
の
暴
動
、
社
会
的
な
偽
善
お
よ
び
犯
罪
と
い
っ
た
も
の

を
、
そ
し
て
（
イ
ス
ラ
ム
組
織
ハ
マ
ス
が
イ
ス
ラ
エ
ル
を
襲
撃
し
た
）
二
〇
二
三
年
一
〇
月
七
日
以
降
の
反
ユ
ダ
ヤ
抗
議
活
動
も
ま
た
、
架
空

）
四
四
（



二
〇
二
四
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議
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右
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）

五
五

の
連
携
に
踏
み
切
ら
な
か
っ
た
の
は
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
に
お
い
て
ロ
シ
ア
を
警
戒
す
る
傾
向
が
本
来
的
に
高
か
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
プ
ー
チ

ン
と
の
良
好
な
関
係
を
誇
示
す
る
オ
ル
バ
ン
と
合
流
す
れ
ば
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
国
内
で
の
Ｐ
ｉ
Ｓ
の
支
持
が
低
下
し
か
ね
な
か
っ
た
の
で
あ

る
（
２９
）

。⒟
　
ル
ペ
ン
と
メ
ロ
ー
ニ
の
隔
た
り

オ
ル
バ
ン
の
フ
ィ
デ
ス
の
み
な
ら
ず
、
ル
ペ
ン
の
Ｒ
Ｎ
も
ま
た
、
メ
ロ
ー
ニ
率
い
る
Ｆ
Ｄ
Ｉ
と
同
じ
会
派
の
下
で
共
存
で
き
る
状
況
に

は
な
か
っ
た
。

繰
り
返
し
と
な
る
が
、
メ
ロ
ー
ニ
は
現
職
の
国
家
首
脳
と
し
て
、
国
内
お
よ
び
Ｅ
Ｕ
双
方
の
政
治
に
現
実
的
に
取
組
む
立
場
に
あ
っ
た
。

ロ
シ
ア
・
ウ
ク
ラ
イ
ナ
戦
争
に
際
し
て
も
、
政
治
信
条
が
一
致
し
な
い
で
あ
ろ
う
ド
イ
ツ
の
オ
ラ
フ
・
シ
ョ
ル
ツ
首
相
や
フ
ラ
ン
ス
の
エ

マ
ニ
ュ
エ
ル
・
マ
ク
ロ
ン
大
統
領
、
さ
ら
に
は
ア
メ
リ
カ
の
ジ
ョ
ー
・
バ
イ
デ
ン
大
統
領
ら
と
協
調
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
た
。
一
方
で
、

ル
ペ
ン
は
、
国
家
や
Ｅ
Ｕ
で
要
職
の
地
位
に
あ
っ
た
わ
け
で
は
な
く
、
む
し
ろ
そ
の
潜
在
的
な
候
補
者
と
し
て
将
来
を
語
る
べ
き
立
場
に

あ
っ
た
。
そ
し
て
そ
の
ル
ペ
ン
は
、
フ
ラ
ン
ス
国
民
を
前
に
、
プ
ー
チ
ン
と
密
接
な
関
係
に
あ
っ
た
過
去
を
釈
明
す
る
こ
と
で
手
一
杯
で

あ
っ
た

（
３0
）

。

メ
ロ
ー
ニ
と
ル
ペ
ン
の
隔
た
り
は
、
ロ
シ
ア
・
ウ
ク
ラ
イ
ナ
戦
争
以
外
の
領
域
で
も
垣
間
見
え
る
。
例
え
ば
、
人
工
妊
娠
中
絶
の
是
非

を
め
ぐ
り
、
ル
ペ
ン
は
是
と
す
る
が
、
メ
ロ
ー
ニ
は
否
定
的
で
あ
る

（
３１
）

。
反
移
民
に
つ
い
て
も
、
少
な
く
と
も
そ
の
掲
げ
方
に
相
違
が
あ

る
。
フ
ラ
ン
ス
の
ル
モ
ン
ド
紙
の
ア
ラ
ン
・
カ
バ
ル
氏
は
次
の
よ
う
に
指
摘
す
る
。「（
ル
ペ
ン
の
）
国
民
連
合
が
喧
伝
す
る
移
民
の
概
念

は
、
国
民
の
不
安
を
煽
る
た
め
の
も
の
で
あ
り
、
イ
ス
ラ
ム
教
徒
の
テ
ロ
、
郊
外
の
暴
動
、
社
会
的
な
偽
善
お
よ
び
犯
罪
と
い
っ
た
も
の

を
、
そ
し
て
（
イ
ス
ラ
ム
組
織
ハ
マ
ス
が
イ
ス
ラ
エ
ル
を
襲
撃
し
た
）
二
〇
二
三
年
一
〇
月
七
日
以
降
の
反
ユ
ダ
ヤ
抗
議
活
動
も
ま
た
、
架
空

）
四
四
（



政
経
研
究

　第
六
十
二
巻
第
一
・
二
号
（
二
〇
二
五
年
九
月
）

五
六

の
移
民
像
へ
と
結
び
つ
け
て
い
る
。
実
際
の
と
こ
ろ
国
民
連
合
の
言
説
は
、
少
数
者
、
と
り
わ
け
ム
ス
リ
ム
で
あ
る
市
民
を
標
的
に
し
て

い
る
」。
そ
の
う
え
で
カ
バ
ル
氏
は
、
メ
ロ
ー
ニ
の
言
説
に
は
こ
の
よ
う
な
含
み
が
な
く
、
近
隣
国
と
の
外
交
的
解
決
が
そ
こ
で
は
重
視

さ
れ
て
い
る
と
分
析
す
る

（
３２
）

。
一
言
で
反
移
民
と
は
い
え
、
強
調
さ
れ
る
視
点
に
よ
っ
て
そ
の
意
味
合
い
は
異
な
る
。
国
内
に
お
け
る
社
会

統
合
の
様
式
、
旧
植
民
地
と
の
関
係
、
あ
る
い
は
自
国
の
地
理
的
な
位
置
等
に
応
じ
て
、
政
党
の
問
題
認
識
も
変
わ
っ
て
こ
よ
う
。

メ
ロ
ー
ニ
と
ル
ペ
ン
の
連
携
は
、
イ
タ
リ
ア
Ｌ
ｅ
ｇ
ａ
の
サ
ル
ビ
ー
ニ
の
存
在
ゆ
え
に
困
難
で
あ
っ
た
か
も
し
れ
な
い
。
す
な
わ
ち
ル

ペ
ン
は
、
長
ら
く
サ
ル
ビ
ー
ニ
と
近
し
い
関
係
に
あ
っ
た
。
サ
ル
ビ
ー
ニ
と
ル
ペ
ン
は
、
欧
州
議
会
で
も
Ｅ
Ｎ
Ｆ
か
ら
Ｉ
Ｄ
、
さ
ら
に
は

Ｐ
ｆ
Ｅ
へ
と
常
に
同
じ
会
派
に
属
し
て
き
た
。
一
方
に
お
い
て
、
と
も
に
イ
タ
リ
ア
人
で
あ
る
メ
ロ
ー
ニ
と
サ
ル
ビ
ー
ニ
は
、
た
し
か
に

イ
タ
リ
ア
国
内
で
連
立
政
権
を
組
ん
で
い
る
も
の
の
、
そ
う
で
あ
る
が
ゆ
え
の
対
抗
意
識
も
互
い
に
あ
る
だ
ろ
う

（
３３
）

。
こ
の
よ
う
な
状
況

が
、
ル
ペ
ン
と
メ
ロ
ー
ニ
を
間
接
的
に
遠
ざ
け
た
可
能
性
が
あ
る
。

以
上
に
お
い
て
、
右
派
政
党
間
で
見
ら
れ
た
離
合
集
散
の
要
因
を
考
察
し
た
。
あ
ら
た
め
て
要
約
す
る
と
、
政
党
関
係
者
の
歴
史
認
識

（
ド
イ
ツ
Ａ
ｆ
Ｄ
に
お
け
る
ナ
チ
ス
）、
近
隣
の
第
三
国
間
で
起
き
た
戦
争
へ
の
姿
勢
（
ロ
シ
ア
・
ウ
ク
ラ
イ
ナ
戦
争
）、
国
家
首
脳
と
し
て
の
対

Ｅ
Ｕ
関
係
（
オ
ル
バ
ン
と
メ
ロ
ー
ニ
）、
社
会
的
課
題
に
対
す
る
認
識
（
移
民
や
人
工
妊
娠
中
絶
）、
一
国
内
で
の
連
立
関
係
と
脱
国
境
的
連
携

の
交
錯
（
ル
ペ
ン
・
メ
ロ
ー
ニ
・
サ
ル
ビ
ー
ニ
）
と
い
っ
た
さ
ま
ざ
ま
な
要
因
が
、
右
派
政
党
の
離
合
集
散
を
生
む
と
と
も
に
、
統
一
会
派

の
結
成
を
阻
害
し
た
と
捉
え
ら
れ
る
。

）
四
四
（

二
〇
二
四
年
欧
州
議
会
選
挙
と
右
派
政
党
（
山
本
）

五
七

Ⅳ
　
未
完
の
統
一
会
派

　
─
右
派
政
党
間
の
不
一
致
─

前
章
で
は
、
二
〇
二
四
年
六
月
の
欧
州
議
会
選
挙
で
右
派
政
党
の
離
合
集
散
を
生
ん
だ
要
因
を
考
察
し
た
。
こ
の
よ
う
な
考
察
は
、
こ

れ
ら
の
要
因
が
除
去
さ
れ
る
暁
に
は
右
派
政
党
の
離
合
集
散
が
解
消
し
う
る
と
い
う
議
論
に
結
び
つ
き
が
ち
で
あ
る
。
そ
の
よ
う
な
議
論

は
ま
た
、
オ
ル
バ
ン
が
構
想
し
た
類
の
右
派
に
よ
る
統
一
会
派
の
実
現
可
能
性
に
ま
で
広
が
り
を
見
せ
る
だ
ろ
う
。

こ
の
よ
う
な
議
論
に
も
一
理
あ
る
。
ド
イ
ツ
Ａ
ｆ
Ｄ
の
内
部
で
ナ
チ
ス
的
思
考
が
退
潮
し
た
り
、
イ
タ
リ
ア
の
財
政
問
題
が
解
決
し
た

り
、
あ
る
い
は
ロ
シ
ア
・
ウ
ク
ラ
イ
ナ
間
で
恒
久
的
な
停
戦
が
成
立
し
た
り
す
れ
ば
、
Ｅ
Ｃ
Ｒ
、
Ｐ
ｆ
Ｅ
お
よ
び
Ｅ
Ｓ
Ｎ
の
間
に
横
た
わ

る
溝
は
埋
ま
っ
て
い
く
か
も
し
れ
な
い
。
と
は
い
え
、
こ
れ
ら
の
要
因
の
少
な
く
と
も
一
部
は
、
実
際
は
除
去
さ
れ
る
こ
と
が
容
易
で
は

な
い
。
右
派
政
党
を
隔
て
る
別
の
要
因
が
今
後
新
た
に
生
ま
れ
る
こ
と
も
考
え
ら
れ
る
。

右
派
政
党
間
の
結
束
は
、
そ
も
そ
も
脆
弱
さ
を
含
み
も
つ
。
こ
れ
ら
の
右
派
政
党
は
、
保
守
主
義
、
民
族
主
義
も
し
く
は
差
別
主
義
と

い
っ
た
信
条
に
依
拠
す
る
た
め
、
民
族
、
言
語
お
よ
び
宗
教
等
を
異
に
す
る
国
外
政
党
と
の
協
力
に
通
常
は
消
極
的
で
あ
る
。
反
移
民
と

欧
州
懐
疑
、
さ
ら
に
は
反
気
候
変
動
や
反
多
様
性
と
い
っ
た
共
通
項
の
下
で
は
結
集
し
う
る
も
の
の
、
他
の
政
治
課
題
お
よ
び
外
交
課
題

を
め
ぐ
る
姿
勢
は
同
じ
会
派
内
で
も
し
ば
し
ば
異
な
る
。

さ
ら
に
は
、
こ
れ
ら
右
派
政
党
の
多
く
が
ポ
ピ
ュ
リ
ス
ト
政
党
で
あ
る
こ
と
も
考
慮
に
入
れ
る
必
要
が
あ
る
だ
ろ
う
。
ポ
ピ
ュ
リ
ス
ト

は
、
自
国
で
の
支
持
を
得
る
術
に
長
け
る
一
方
で
、
他
国
の
集
団
や
指
導
者
と
協
調
関
係
を
保
つ
こ
と
は
不
得
手
で
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ

る
。以

上
の
状
況
を
、
Ｐ
ｆ
Ｅ
を
例
に
見
て
お
こ
う
。
ロ
シ
ア
・
ウ
ク
ラ
イ
ナ
戦
争
へ
の
姿
勢
の
違
い
が
離
合
集
散
の
一
因
で
あ
っ
た
こ
と

）
四
四
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右
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右
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。
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右
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。
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潮
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Ｒ
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Ｐ
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Ｓ
Ｎ
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得
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五
八

は
、
す
で
に
前
章
で
論
じ
た
。
し
か
し
こ
の
戦
争
に
つ
い
て
は
、
Ｐ
ｆ
Ｅ
の
内
部
で
も
一
致
が
あ
っ
た
わ
け
で
は
な
い
。
オ
ル
バ
ン
、
キ

ク
ル
お
よ
び
サ
ル
ビ
ー
ニ
ら
が
ロ
シ
ア
を
擁
護
す
る
姿
勢
を
示
し
た
も
の
の
、
ル
ペ
ン
の
よ
う
に
、
自
ら
の
政
治
キ
ャ
リ
ア
を
考
慮
し
て

ロ
シ
ア
と
距
離
を
お
い
た
指
導
者
も
あ
る

（
３４
）

。
ウ
ィ
ル
ダ
ー
ス
や
ス
ペ
イ
ン
の
ア
バ
ス
カ
ル
は
、
ロ
シ
ア
と
相
対
す
る
ウ
ク
ラ
イ
ナ
へ
の
積

極
的
な
支
援
を
表
明
し
て
い
る

（
３５
）

。

Ｐ
ｆ
Ｅ
に
参
加
す
る
政
党
間
で
は
、
二
〇
二
三
年
一
〇
月
以
降
に
激
し
く
な
っ
た
イ
ス
ラ
エ
ル
と
ハ
マ
ス
の
戦
闘
を
め
ぐ
っ
て
も
相
違

が
あ
っ
た
。
多
く
の
メ
ン
バ
ー
が
イ
ス
ラ
エ
ル
の
ベ
ン
ヤ
ミ
ン
・
ネ
タ
ニ
ヤ
フ
政
権
の
対
応
を
支
持
し
た
も
の
の
、
キ
ク
ル
等
、
不
支
持

の
立
場
を
表
明
し
た
者
も
い
た
。
通
商
産
業
分
野
で
も
、
国
内
市
場
へ
の
ア
ク
セ
ス
を
制
限
し
た
い
西
欧
の
指
導
者
と
輸
出
志
向
の
中
・

東
欧
の
政
党
の
間
で
潜
在
的
な
亀
裂
が
あ
っ
た

（
３６
）

。

性
的
少
数
者
の
権
利
保
護
や
人
工
妊
娠
中
絶
と
い
っ
た
争
点
で
も
姿
勢
は
異
な
り
う
る
。
オ
ル
バ
ン
ら
中
・
東
欧
の
指
導
者
は
、
こ
れ

ら
を
認
め
る
こ
と
に
概
し
て
否
定
的
で
あ
っ
た
。
そ
の
一
方
で
、
ル
ペ
ン
や
ウ
ィ
ル
ダ
ー
ス
ら
西
欧
の
指
導
者
は
肯
定
的
な
姿
勢
を
示
し

て
い
る

（
３７
）

。
西
欧
の
指
導
者
が
肯
定
的
で
あ
る
動
機
に
つ
い
て
は
、
議
論
の
余
地
が
あ
る
。
と
い
う
の
も
、
そ
れ
が
性
的
少
数
者
や
女
性
の

権
利
保
護
を
促
す
べ
き
と
い
う
信
条
に
よ
る
の
か
、
あ
る
い
は
こ
れ
ら
の
権
利
を
許
容
し
な
い
で
あ
ろ
う
イ
ス
ラ
ム
を
批
判
す
る
手
段
と

し
て
利
用
し
て
い
る
の
か
不
明
だ
か
ら
で
あ
る

（
３８
）

。
と
も
あ
れ
、
同
じ
Ｐ
ｆ
Ｅ
と
い
う
会
派
に
属
し
な
が
ら
も
、
少
な
く
な
い
領
域
に
お
い

て
姿
勢
の
相
異
が
見
ら
れ
る
こ
と
は
否
定
で
き
な
い
。

政
治
学
者
の
マ
ク
ド
ネ
ル
と
ワ
ー
ナ
ー
は
、
二
〇
一
〇
年
代
の
欧
州
議
会
議
員
の
投
票
行
動
を
分
析
し
た
。
そ
こ
で
明
ら
か
と
な
っ
た

の
は
、
当
時
の
右
派
会
派
に
所
属
す
る
議
員
の
結
束
が
、
他
の
諸
会
派
と
比
べ
て
弱
い
こ
と
で
あ
っ
た

（
３９
）

。
こ
の
よ
う
な
結
束
の
弱
さ
が
、

近
い
将
来
に
急
速
に
解
消
に
向
か
う
と
は
思
え
な
い
。
た
と
え
近
い
将
来
に
統
一
会
派
か
、
あ
る
い
は
そ
れ
に
近
い
規
模
の
会
派
が
結
成

）
四
四
（

二
〇
二
四
年
欧
州
議
会
選
挙
と
右
派
政
党
（
山
本
）

五
九

さ
れ
た
と
し
て
も
、
長
期
的
な
持
続
を
想
像
す
る
こ
と
は
難
し
い
で
あ
ろ
う
。

お
わ
り
に

本
稿
で
は
、
Ｅ
Ｕ
各
国
の
右
派
政
党
が
統
一
会
派
を
形
成
し
な
い
要
因
に
つ
い
て
、
二
〇
二
四
年
に
実
施
さ
れ
た
欧
州
議
会
選
挙
を
手

が
か
り
に
概
観
し
た
。
各
国
の
右
派
政
党
は
、
い
ず
れ
も
反
移
民
、
な
ら
び
に
中
央
集
権
的
な
Ｅ
Ｕ
の
弱
体
化
を
自
国
の
有
権
者
に
う
っ

た
え
て
い
る
。
そ
う
す
る
こ
と
で
支
持
を
広
げ
な
が
ら
も
、
一
部
の
政
党
の
党
員
に
よ
る
ナ
チ
ス
へ
の
傾
倒
、
ロ
シ
ア
・
ウ
ク
ラ
イ
ナ
戦

争
に
対
す
る
姿
勢
、
Ｅ
Ｕ
と
の
実
際
的
な
協
力
関
係
、
さ
ら
に
は
社
会
問
題
認
識
等
か
ら
一
大
勢
力
を
形
成
す
る
に
は
至
ら
な
か
っ
た
の

で
あ
る
。

同
じ
会
派
に
所
属
す
る
右
派
政
党
の
間
で
も
、
相
互
の
結
束
に
は
疑
念
が
残
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
状
況
で
あ
る
限
り
、
統
一
会
派
の
誕

生
は
奇
跡
的
に
あ
り
え
た
と
し
て
も
、
そ
の
定
着
を
展
望
す
る
こ
と
は
難
し
い
で
あ
ろ
う
。

右
派
政
党
の
統
一
会
派
を
欠
く
と
は
い
え
、
欧
州
議
会
に
お
け
る
右
派
会
派
の
所
属
議
員
は
増
え
た
。
こ
の
変
化
を
警
戒
す
る
他
会
派

は
、
右
派
会
派
の
排
除
を
試
み
た

（
４0
）

。
フ
ォ
ン
デ
ア
ラ
イ
エ
ン
欧
州
委
員
会
委
員
長
の
再
任
に
向
け
た
協
議
に
加
え
、
欧
州
理
事
会
の
常
任

議
長
や
Ｅ
Ｕ
外
務
上
級
代
表
の
人
選
作
業
で
も
、
他
会
派
は
右
派
三
会
派
を
慎
重
に
排
除
し
た

（
４１
）

。
し
か
し
他
方
で
は
、
右
派
会
派
の
一
部

が
Ｅ
Ｐ
Ｐ
と
と
も
に
、
欧
州
議
会
で
多
数
派
を
形
成
す
る
局
面
も
見
ら
れ
る

（
４２
）

。
む
ろ
ん
、
Ｅ
Ｐ
Ｐ
議
員
が
右
派
と
の
多
数
派
形
成
を
求
め

な
く
と
も
、
右
派
の
議
員
ら
が
賛
同
す
る
こ
と
も
あ
る
だ
ろ
う
が

（
４３
）

。

Ｅ
Ｕ
に
加
盟
す
る
諸
国
で
は
、
右
派
政
党
が
急
速
に
政
権
運
営
に
進
出
し
つ
つ
あ
る
。
ニ
ュ
ー
ス
メ
デ
ィ
ア
の
『
ポ
リ
テ
ィ
コ
』
は
欧

）
四
四
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。
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で
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排
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再
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会
の
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の
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選
作
業
で
も
、
他
会
派
は
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派
三
会
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を
慎
重
に
排
除
し
た
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し
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し
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で
は
、
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の
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が
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と
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に
、
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会
で
多
数
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を
形
成
す
る
局
面
も
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ら
れ
る
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。
む
ろ
ん
、
Ｅ
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Ｐ
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が
右
派
と
の
多
数
派
形
成
を
求
め

な
く
と
も
、
右
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の
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ら
が
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同
す
る
こ
と
も
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だ
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う
が
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に
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で
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右
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六
〇

州
議
会
選
挙
前
に
、
二
七
カ
国
の
う
ち
六
カ
国
で
極
右
（hard-right

）
の
政
党
が
政
権
参
加
し
て
い
る
と
報
じ
た
。
こ
の
六
カ
国
と
は
す

な
わ
ち
イ
タ
リ
ア
、
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
、
ス
ロ
バ
キ
ア
、
ハ
ン
ガ
リ
ー
、
ク
ロ
ア
チ
ア
お
よ
び
チ
ェ
コ
で
あ
る
。
同
メ
デ
ィ
ア
は
さ
ら
に
、

ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
政
府
が
民
族
主
義
政
党
の
協
力
の
下
で
存
続
し
て
い
る
と
し
た

（
４４
）

。
こ
の
よ
う
な
加
盟
国
が
さ
ら
に
増
え
れ
ば
、
欧
州
議
会

の
み
な
ら
ず
理
事
会
と
欧
州
理
事
会
、
さ
ら
に
は
欧
州
委
員
会
と
い
っ
た
Ｅ
Ｕ
の
他
機
関
で
も
右
派
の
影
響
力
が
強
ま
る
こ
と
に
な
る
。

（
１
）�

現
代
の
欧
州
政
治
で
は
、
右
派
政
党
と
極
右
政
党
を
区
別
す
る
こ
と
は
容
易
で
は
な
い
。
こ
れ
ら
の
政
党
の
多
く
は
、
い
わ
ゆ
る
ポ
ピ
ュ
リ
ス

ト
で
あ
り
、
国
民
の
間
に
分
断
を
も
た
ら
す
こ
と
を
躊
躇
し
な
い
。
こ
う
し
た
政
党
は
、
し
ば
し
ば
ネ
オ
・
フ
ァ
シ
ス
ト
、
ネ
オ
ナ
チ
、
急
進
右
派
、

排
外
主
義
（
ネ
イ
テ
ィ
ビ
ス
ト
）、
レ
イ
シ
ス
ト
、
反
移
民
、
反
外
国
人
、
反
エ
ス
タ
ブ
リ
ッ
シ
ュ
メ
ン
ト
、
欧
州
懐
疑
な
ど
の
主
張
を
含
み
も
つ

（e.g.,�M
urat�A

ktas,� “T
he�rise�of�populist�radical�right�parties�in�E

urope ”,�In
tern

ation
al S

ociology,�vol.３９,�no.６,�２0２４,�pp.５９５-

５９６

）。
本
稿
で
は
、
掲
げ
ら
れ
る
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
の
詳
細
に
関
わ
ら
ず
、
右
派
か
ら
極
右
に
至
る
連
続
線
上
に
位
置
す
る
と
考
え
ら
れ
る
す
べ
て
の

国
内
政
党
を
右
派
政
党
と
し
て
言
及
す
る
。

（
２
）�

た
だ
し
ド
イ
ツ
の
「
ザ
ー
ラ
・
ワ
ー
ゲ
ン
ク
ネ
ヒ
ト
同
盟
（
Ｂ
Ｓ
Ｗ
）」
等
、
躍
進
し
た
左
派
政
党
も
あ
る
。C

ynthia�K
roet,� “E

uropean�

elections:�F
ar�left�lost,�yet�unexpectedly�gained�in�the�north ”,�E

u
ron

ew
s,�１0�June�２0２４.

（
３
）�

近
年
の
研
究
は
、
欧
州
議
会
に
お
い
て
左
右
双
方
の
議
員
と
会
派
が
、
各
々
に
お
い
て
単
一
の
次
元
の
下
に
連
携
し
つ
つ
あ
る
こ
と
を
明
ら
か

に
し
て
い
る
。
右
派
の
議
員
と
政
党
は
、
経
済
市
場
の
自
由
化
お
よ
び
保
守
的
な
社
会
・
文
化
政
策
に
賛
同
し
つ
つ
、
Ｅ
Ｕ
統
合
を
支
持
し
な
い
と

い
う
方
向
性
を
以
前
に
も
増
し
て
共
有
し
て
い
る
。S

im
on�H

ix,�R
ichard�W

hitaker�and�G
alina�Z

apryanova,� “T
he�political�space�in�the�

E
uropean�parliam

ent:�M
easuring�M

E
P
s ’�preferences�am

id�the�rise�of�E
uroscepticism

”,�E
u

ropean
 J

ou
rn

al of P
olitical 

R
esearch,�vol.�６３,�２0２４,�pp.１５３-１７１.

（
４
）�

こ
こ
で
い
う
三
つ
の
会
派
と
は
、
欧
州
保
守
改
革
党
（
Ｅ
Ｃ
Ｒ
）、「
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
ー
と
民
主
主
義
」（
Ｉ
Ｄ
）
お
よ
び
「
主
権
的
国
民

）
四
五
（

二
〇
二
四
年
欧
州
議
会
選
挙
と
右
派
政
党
（
山
本
）

六
一

の
欧
州
」（
Ｅ
Ｓ
Ｎ
）
の
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
ら
に
つ
い
て
は
本
文
で
後
述
す
る
。

（
５
）�E

uropean�P
arliam

ent,�R
U
L
E
S
�O

F
�P

R
O
C
E
D
U
R
E
,�１0th�parliam

entary�term
,�July�２0２４,�R

ule�３３.２.

（
６
）�E

uropean�P
arliam

ent,� “W
hat�are�political�groups�and�how

�are�they�form
ed? ”�https://w

w
w
.europarl.europa.eu/new

s/en/

faq/１４/w
hat-are-political-groups-and-how

-are-they-form
ed.�A

ccessed:�２６�D
ecem

ber�２0２４.

（
７
）�Jean-Y

ves�C
am

us�et�N
icolas�L

ebourg,�L
es D

roites extrêm
es en

 E
u

rope,�É
ditions�du�S

euil,�２0１５

（
ジ
ャ
ン
＝
イ
ヴ
・
カ
ミ
ュ
、

ニ
コ
ラ
・
ル
ブ
ー
ル
、
南
祐
三
監
訳
、
木
村
高
子
訳
）『
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
極
右
』
み
す
ず
書
房
、
二
〇
二
三
年
）。

（
８
）�D

uncan�M
cD

onnell�and�A
nnika�W

erner,� “R
espectable�radicals:�w

hy�som
e�radical�right�parties�in�the�E

uropean�P
arliam

ent�

forsake�policy�congruence ”,�J
ou

rn
al of E

u
ropean

 P
u

blic P
olicy,�２0１７,�pp.１-１７;�D

uncan�M
cD

onnell�and�A
nnika�W

erner,�

In
tern

ation
al P

opu
lism

: T
h

e R
ad

ical R
igh

t in
 th

e E
u

ropean
 P

arliam
en

t,�O
xford�U

niversity�P
ress,�２0１９.

（
９
）�C

orbett,�R
ichard,�F

rancis�Jacobs�and�D
arren�N

eville,�T
h

e E
u

ropean
 P

arliam
en

t, ９th�edition,�John�H
arper,�２0１６,�pp.１0５-

１0９.

（
１0
）�

た
だ
し
国
民
連
合
の
名
称
自
体
は
、
Ｆ
Ｎ
が
初
め
て
フ
ラ
ン
ス
国
民
議
会
に
進
出
し
た
一
九
八
〇
年
代
後
半
に
「
国
民
戦
線
─
国
民
連
合
」
と

し
て
用
い
ら
れ
て
い
た
。
渡
邊
啓
貴
『
ル
ペ
ン
と
極
右
ポ
ピ
ュ
リ
ズ
ム
の
時
代
』
白
水
社
、
二
〇
二
五
年
、
二
〇
九
─
二
一
〇
頁
。
マ
リ
ー
ヌ
・
ル

ペ
ン
の
下
で
の
党
の
脱
悪
魔
化
に
つ
い
て
は
、
同
上
、
第
Ⅶ
、
Ⅷ
お
よ
び
Ⅸ
章
参
照
。

（
１１
）�

Ｅ
Ｕ
条
約
第
一
四
条
三
項
。

（
１２
）�

た
だ
し
、
そ
の
実
施
は
欧
州
議
会
直
接
普
通
選
挙
法
に
基
づ
く
。
Ｅ
Ｕ
運
営
条
約
二
二
三
条
参
照
。

（
１３
）�

フ
ィ
デ
ス
の
脱
退
に
つ
い
て
は
、
山
本
直
『
オ
ル
バ
ン
の
ハ
ン
ガ
リ
ー
』
法
律
文
化
社
、
二
〇
二
三
年
、
第
四
章
参
照
。

（
１４
）�

S
ee,�P

iet�R
uig,� “O

rbán ’s�P
atriots�becom

e�third-largest�group�in�E
uropean�P

arliam
ent ”,�E

U
observer,�９�July�２0２４.

（
１５
）�N

atália�S
ilenská,� “F

ico ’s�S
m
er�w

ill�not�join�new
�P

atriots�for�E
urope�group,�cites�ideological�divide ”,�E

U
R

A
C

T
IV

,�１２�

July�２0２４;�A
na�K

oren,� “S
D
S
�ostaja�del�E

P
P
,�m

nenja�znotraj�stranke�so�različna ”,�P
ortal24,�７�septem

bra�２0２４.�https://

portal２４.si/sds-ostaja-del-epp-m
nenja-znotraj-stranke-so-razlicna/#google_vignette.�A

ccessed:�２６�D
ecem

ber�２0２４.）
四
四
（



二
〇
二
四
年
欧
州
議
会
選
挙
と
右
派
政
党
（
山
本
）

六
一

の
欧
州
」（
Ｅ
Ｓ
Ｎ
）
の
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
ら
に
つ
い
て
は
本
文
で
後
述
す
る
。

（
５
）�E

uropean�P
arliam

ent,�R
U
L
E
S
�O

F
�P

R
O
C
E
D
U
R
E
,�１0th�parliam

entary�term
,�July�２0２４,�R

ule�３３.２.
（
６
）�E

uropean�P
arliam

ent,� “W
hat�are�political�groups�and�how

�are�they�form
ed? ”�https://w

w
w
.europarl.europa.eu/new

s/en/

faq/１４/w
hat-are-political-groups-and-how

-are-they-form
ed.�A

ccessed:�２６�D
ecem

ber�２0２４.

（
７
）�Jean-Y

ves�C
am

us�et�N
icolas�L

ebourg,�L
es D

roites extrêm
es en

 E
u

rope,�É
ditions�du�S

euil,�２0１５

（
ジ
ャ
ン
＝
イ
ヴ
・
カ
ミ
ュ
、

ニ
コ
ラ
・
ル
ブ
ー
ル
、
南
祐
三
監
訳
、
木
村
高
子
訳
）『
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
極
右
』
み
す
ず
書
房
、
二
〇
二
三
年
）。

（
８
）�D

uncan�M
cD

onnell�and�A
nnika�W

erner,� “R
espectable�radicals:�w

hy�som
e�radical�right�parties�in�the�E

uropean�P
arliam

ent�

forsake�policy�congruence ”,�J
ou

rn
al of E

u
ropean

 P
u

blic P
olicy,�２0１７,�pp.１-１７;�D

uncan�M
cD

onnell�and�A
nnika�W

erner,�

In
tern

ation
al P

opu
lism

: T
h

e R
ad

ical R
igh

t in
 th

e E
u

ropean
 P

arliam
en

t,�O
xford�U

niversity�P
ress,�２0１９.

（
９
）�C

orbett,�R
ichard,�F

rancis�Jacobs�and�D
arren�N

eville,�T
h

e E
u

ropean
 P

arliam
en

t, ９th�edition,�John�H
arper,�２0１６,�pp.１0５-

１0９.

（
１0
）�

た
だ
し
国
民
連
合
の
名
称
自
体
は
、
Ｆ
Ｎ
が
初
め
て
フ
ラ
ン
ス
国
民
議
会
に
進
出
し
た
一
九
八
〇
年
代
後
半
に
「
国
民
戦
線
─
国
民
連
合
」
と

し
て
用
い
ら
れ
て
い
た
。
渡
邊
啓
貴
『
ル
ペ
ン
と
極
右
ポ
ピ
ュ
リ
ズ
ム
の
時
代
』
白
水
社
、
二
〇
二
五
年
、
二
〇
九
─
二
一
〇
頁
。
マ
リ
ー
ヌ
・
ル

ペ
ン
の
下
で
の
党
の
脱
悪
魔
化
に
つ
い
て
は
、
同
上
、
第
Ⅶ
、
Ⅷ
お
よ
び
Ⅸ
章
参
照
。

（
１１
）�

Ｅ
Ｕ
条
約
第
一
四
条
三
項
。

（
１２
）�

た
だ
し
、
そ
の
実
施
は
欧
州
議
会
直
接
普
通
選
挙
法
に
基
づ
く
。
Ｅ
Ｕ
運
営
条
約
二
二
三
条
参
照
。

（
１３
）�

フ
ィ
デ
ス
の
脱
退
に
つ
い
て
は
、
山
本
直
『
オ
ル
バ
ン
の
ハ
ン
ガ
リ
ー
』
法
律
文
化
社
、
二
〇
二
三
年
、
第
四
章
参
照
。

（
１４
）�

S
ee,�P

iet�R
uig,� “O

rbán ’s�P
atriots�becom

e�third-largest�group�in�E
uropean�P

arliam
ent ”,�E

U
observer,�９�July�２0２４.

（
１５
）�N

atália�S
ilenská,� “F

ico ’s�S
m
er�w

ill�not�join�new
�P

atriots�for�E
urope�group,�cites�ideological�divide ”,�E

U
R

A
C

T
IV

,�１２�

July�２0２４;�A
na�K

oren,� “S
D
S
�ostaja�del�E

P
P
,�m

nenja�znotraj�stranke�so�različna ”,�P
ortal24,�７�septem

bra�２0２４.�https://

portal２４.si/sds-ostaja-del-epp-m
nenja-znotraj-stranke-so-razlicna/#google_vignette.�A

ccessed:�２６�D
ecem

ber�２0２４.）
四
四
（



政
経
研
究

　第
六
十
二
巻
第
一
・
二
号
（
二
〇
二
五
年
九
月
）

六
二

（
１６
）�

C
ited

 in�E
C
R
�G

roup,� “V
isions�for�E

urope ”,�https://ecrgroup.eu/vision/safeguarding_citizens_borders.�A
ccessed:�２６�

D
ecem

ber�２0２４.
（
１７
）�

C
ited

 in�P
A
T
R
IO

T
S
.E

U
,� “O

ur�P
olitical�P

rogram
m
e�-m

anifesto ”,�https://patriots.eu/m
anifesto.;�E

S
N
�P

arty,� “P
olitical�

P
rogram

”,�https://esn-party.eu/political-program
.�A

ccessed:�２６�D
ecem

ber�２0２４.

（
１８
）�

“F
rench�far-right�N

ational�R
ally�splits�w

ith�G
erm

any ’s�A
fD

”,�D
eu

tsch
e W

elle,�２２�M
ay�２0２４;�Jess�P

arker�and�Ido�V
ock,�

“G
erm

an�far-right�A
fD

�in�disarray�after�N
azi�rem

ark ”,� B
B

C
 N

ew
s,�２２�M

ay�２0２４.

（
１９
）�John�H

enley,� “E
urope ’s�far�right�in�disarray�as�G

erm
any ’s�A

fD
�candidate�resigns ”,�T

h
e G

u
ard

ian,�２２�M
ay�２0２４;�P

arker�

and�V
ock,�op.cit.

（
２0
）�V

ictor�G
oury-L

affont,�E
ddy�W

ax�and�S
arah�P

aillou,� “F
rance ’s�N

ational�R
ally�w

on ’t�sit�w
ith�A

lternative�for�G
erm

any�in�

E
U
�P

arliam
ent ”,�P

olitico,�２１�M
ay�２0２４;�P

auline�von�P
ezold,�E

ddy�W
ax�and�N

icholas�V
inocur,� “F

ar-right�ID
�group�expels�

A
lternative�for�G

erm
any ”,�P

olitico,�２３�M
ay�２0２４;�E

ddy�W
ax,� “E

urope ’s�far�right�is�splintering ”,�P
olitico,�２３�M

ay�２0２４;�

H
enley, op.cit. 

ル
ペ
ン
は
そ
の
後
二
〇
二
五
年
三
月
に
公
金
横
領
で
有
罪
判
決
を
受
け
た
。
そ
の
た
め
大
統
領
選
挙
へ
の
出
馬
は
不
透
明
と
な
っ

た
。

（
２１
）�

S
ee,�C

agan�K
oc,� “W

ilders�D
rops�P

ledge�to�L
eave�E

U
�A

head�of�E
uropean�E

lections ”,�B
loom

berg,�５�A
pril�２0２４;�P

hilippe�

B
ernard,� “L

égislatives�２0２４�:�«�L
e�désastre�des�années�B

rexit�au�R
oyaum

e-U
ni�préfigure,�en�m

ode�atténué,�ce�qui�pourrait�

attendre�les�F
rançais�après�le�７�juillet�» ”,�L

e M
on

d
e,�３0�juin�２0２４.

（
２２
）�

『
フ
ァ
イ
ナ
ン
シ
ャ
ル
・
タ
イ
ム
ズ
』
と
の
二
〇
二
四
年
一
月
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
に
お
い
て
、
Ａ
ｆ
Ｄ
の
バ
イ
デ
ル
は
、
イ
ギ
リ
ス
の
Ｅ
Ｕ
脱

退
を
「
大
い
に
正
し
い
も
の
」
と
評
価
し
た
。
自
国
で
政
権
に
就
い
た
際
に
は
、
Ｅ
Ｕ
脱
退
の
是
非
を
問
う
国
民
投
票
を
実
施
す
る
意
欲
も
見
せ
た
。

G
uy�C

hazan,� “G
erm

an�far-right�leader�hails�B
rexit�as� ‘m

odel�for�G
erm

any ’”,�F
in

an
cial T

im
es,�２２�January�２0２４.

（
２３
）�

“F
rench�far-right�N

ational�R
ally�splits

…”,�op.cit.

（
２４
）�R

óbert�L
ászló�and�R

ichárd�D
em

ény,� “H
ungary ’s�dom

estic�politics�turned�upside�dow
n,�but�this�is�not�the�end�of�the�O

rbán�

）
四
四
（

二
〇
二
四
年
欧
州
議
会
選
挙
と
右
派
政
党
（
山
本
）

六
三

regim
e ”,�H

einrich-B
öll-S

tiftung�

（cz.boell.org

）,�１�July�２0２４.

（
２５
）�R

uig,�op.cit.

（
２６
）�C

arlo�M
artuscelli�and�Jacopo�B

arigazzi,� “V
eni,�vidi,�veto:�G

iorgia�M
eloni ’s�m

arch�on�B
russels ”,�P

olitico,�２２�S
eptem

ber�

２0２２;�E
leonora�V

asques,� “V
on�der�L

eyen�and�O
rbán�seek�E

U
�allies,�both�courting�M

eloni ”, E
U

observer,�２４�M
ay�２0２４.�

第
八
期

の
欧
州
議
会
（
二
〇
一
四
─
二
〇
一
九
年
）
に
お
け
る
野
党
議
員
の
活
動
を
分
析
し
た
ブ
ラ
ッ
ク
と
ベ
ー
ム
に
よ
る
と
、「
ソ
フ
ト
な
欧
州
懐
疑
主

義
」
で
あ
る
Ｅ
Ｃ
Ｒ
所
属
議
員
と
Ｇ
Ｕ
Ｅ
／
Ｎ
Ｇ
Ｌ
所
属
議
員
は
、「
ハ
ー
ド
な
欧
州
懐
疑
主
義
」
で
あ
る
Ｅ
Ｎ
Ｆ
所
属
議
員
よ
り
も
欧
州
議
会
の

立
法
活
動
に
積
極
的
に
関
わ
っ
て
い
る
（N

athalie�B
rack�and�A

nne-S
ophie�B

ehm
,� “H

ow
�D

o�E
urosceptics�W

age�O
pposition�in�the�

E
uropean�P

arliam
ent?�P

atterns�of�B
ehaviour�in�the�８th�L

egislature ”�in�P
etra�A

hrens,�A
nna�E

lom
äki�and�Johanna�K

antola,�

ed
s.,� E

u
ropean

 P
arliam

en
t’s P

olitical G
rou

ps in
 T

u
rbu

len
t T

im
es,�P

algrave�M
acm

illan,�２0２２,�pp.１４７-１７２

）。
Ｅ
Ｎ
Ｆ
を
実
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